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豪華で気品に満ちた姿はまさに花の王

皐
さ

月
つき

　

し
ら
こ
ば
と
橋
近
く
に
あ
る
東
越
谷
ボ
タ
ン
公
園（
東
越

谷
２
丁
目
）で
、赤
、赤
紫
、ピ
ン
ク
、薄
紅
、白
な
ど
の
色
鮮
や

か
な
大
輪
の
ボ
タ
ン
が
見
ご
ろ
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

園
内
に
は
五ご

大だ
い

州し
ゅ
う

、鎌か
ま

田た

錦に
し
き

、花か

王お
う

な
ど
８
種
類
、１
５
０

株
ほ
ど
の
ボ
タ
ン
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。５
月
中
旬
ご
ろ

ま
で
楽
し
め
ま
す
。

色
鮮
や
か
な
大
輪
の
ボ
タ
ン

＊広報こしがやは市ホームページからもご覧になれます　＊3月の交通事故655件　死者0　負傷者229人　＊3月の火災6件　救急出動回数978件

今
号
に
は
「
お
知
ら
せ
パ
ッ
ク
〜
こ
の
指
と
ま
れ
〜
」
の

会
員
募
集
・
お
い
で
く
だ
さ
い
と
ふ
れ
あ
い
ラ
ウ
ン
ジ
の

情
報
を
折
り
込
ん
で
い
ま
す

　

平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
、
市
内

小
・
中
学
校
45
校
の
全
１
６
４
棟
の

建
物
の
う
ち
、
耐
震
性
が
あ
る
建
物

は
83
棟
で
、
耐
震
化
率
は
50
・
６
㌫

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
５
月
に
「
越
谷
市
学

校
施
設
耐
震
化
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
が
、
校
舎
、
屋
内
運
動
場
の
耐

震
診
断
が
完
了
し
た
こ
と
に
伴
い
計

画
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
小
・
中
学
校
13
校
の
校
舎

　

第
三
者
交
付
に
係
る
本
人
通
知
制

度
は
、
事
前
に
登
録
し
た
方
に
対
し

て
、
そ
の
方
の
住
民
票
の
写
し
や
戸

籍
謄
本
な
ど
を
第
三
者
に
交
付
し
た

場
合
に
、
市
役
所
か
ら
本
人
へ
通
知

す
る
制
度
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
委
任
状
を
偽
造
し

て
他
人
の
証
明
書
を
取
得
す
る
不
正

請
求
を
早
期
に
発
見
し
た
り
、
抑
止

す
る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

〈
登
録
で
き
る
方
〉　

▽
越
谷
市
の

住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
戸
籍
の
附
票

に
記
録
さ
れ
て
い
る
方　

▽
越
谷
市

が
作
成
し
た
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い

る
方

〈
登
録
方
法
〉　

本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
等
写
真
付
き
の
も

の
）
を
お
持
ち
の
う
え
市
民
課
（
本

庁
舎
１
階
）
ま
た
は
北
部
・
南
部
出

張
所
へ
。
６
月
１
日
㈫
か
ら
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

意
市
民
課
☎
９
６
３
＝
９
１
２
６

　

４
月
21
日
、
市
役
所
議
場
で
４
月

臨
時
会
が
開
か
れ
、
市
長
提
出
議
案

の
４
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〈
可
決
さ
れ
た
議
案
〉

▽
越
谷
市
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て　

▽
越
谷
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て　

▽
越

谷
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て　

▽
越

谷
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

意
議
案
に
つ
い
て
…
文
書
法
規
課
☎

９
６
３
＝
９
１
３
０
、
議
会
に
つ
い

て
…
議
会
事
務
局
☎
９
６
３
＝
９
２

６
１

　

現
在
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら
加

入
さ
れ
る
方
で
、
次
の
①
〜
③
の
す

べ
て
に
当
て
は
ま
る
方
に
つ
い
て
、

国
民
健
康
保
険
税
を
軽
減
し
ま
す
。

〈
対
象
者
〉

①
倒
産
・
会
社
都
合
に
よ
る
解
雇
な

ど
に
よ
り
離
職
し
た
方

②
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
、

ま
た
は
特
定
理
由
離
職
者
と
し
て

失
業
給
付
を
受
け
る
方
（
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
理
由
コ

ー
ド
が
11
・
12
・
21
・
22
・
23
・

31
・
32
・
33
・
34
の
い
ず
れ
か
で

あ
る
方
）

③
離
職
日
時
点
で
65
歳
未
満
の
方

〈
軽
減
方
法
〉　

対
象
者
の
前
年
の

給
与
所
得
を
１
０
０
分
の
30
と
し
て

計
算
し
ま
す

〈
軽
減
対
象
期
間
〉　

離
職
日
の
翌

日
か
ら
、
そ
の
日
の
属
す
る
年
度
の

翌
年
度
末
ま
で

〈
軽
減
開
始
月
〉　

平
成
22
年
４
月

分
か
ら

〈
申
請
方
法
〉　

５
月
21
日
㈮
ま
で

に
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
・

印
鑑
・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を

お
持
ち
の
う
え
国
民
健
康
保
険
課

（
本
庁
舎
１
階
）
へ

＊
５
月
21
日
㈮
を
過
ぎ
て
も
随
時
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
が
、
金
額
の

更
正
月
が
７
月
以
降
に
な
り
ま
す

意
国
民
健
康
保
険
課
☎
９
６
３
＝
９

１
４
６

お
よ
び
屋
内
運
動
場
併
せ
て
20
棟
の

耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
後
も
学
校
施
設
耐
震
化
の
い
っ

そ
う
の
推
進
に
努
め
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
学
校
施
設
耐
震
化
に
関
す

る
情
報
は
、
「
越
谷
市
学
校
施
設
耐

震
化
計
画
」
の
見
直
し
後
、
情
報
公

開
セ
ン
タ
ー
（
本
庁
舎
北
側
第
二

別
館
）
、
総
務
課
（
第
二
庁
舎
４

階
）
、
各
小
・
中
学
校
で
公
表
す
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表

す
る
予
定
で
す
。

意
総
務
課
☎
９
６
３
＝
９
２
８
２

学
校
施
設
の
耐
震
化
を
推
進

　越谷市議会では、次代を担う学生が、模
擬議会の体験を通して市政や議会について
理解を深めるとともに、市民に開かれた議
会を推進するため、学生議会を開催します。
〈日時〉　５／10（月）、９：30～16：30
〈会場〉　越谷市議会議場（本庁舎４階）
〈内容〉 　学生議員が市政についての意見

・要望・提言などの質問を行い、
それに対して市議会議員が答弁を
します

〈受付〉 　傍聴を希望される方は、当日、
議会事務局（本庁舎４階）へお越
しください

＊ 学生議会の模様は、越谷市議会ホームペ
ージからもご覧いただけます

依議会事務局議事課☎963－9261

学校施設の耐震化の状況（平成22年4月1日現在）
単位:棟

建
物
種
別

全
棟
数

耐
震
性
が
あ
る

建
物
※
1

耐
震
性
が
不
足

し
て
い
る
建
物

※
2

耐
震
化
率

（
%
）※
3

A B C B÷A

小学校
30校

校舎 83 32 51 38.6
屋体※4 25 12 13 48.0
合計 108 44 64 40.7

中学校
15校

校舎 42 32 10 76.2
屋体 14 7 7 50.0
合計 56 39 17 69.6

合計
45校

校舎 125 64 61 51.2
屋体 39 19 20 48.7
合計 164 83 81 50.6

※1　 昭和57年以降に建築された建物（新耐震設計基準で
建築された建物）および56年以前に建築された建物
で、耐震補強工事等が実施済みの建物

※2　 昭和56年以前に建築された建物で、耐震診断の結果、
耐震性が不足していると判定された建物

※3　 全棟数に対する耐震性がある建物の割合
※4　 屋内運動場（体育館）のこと

【軽減例】
40歳～65歳未満の単身世帯で給与収入のみと仮定

①給与収入が300万円の場合
（軽減前）226,800円（軽減後）70,800円⇒（軽減額）156,000円

②給与収入が200万円の場合
（軽減前）145,600円（軽減後）46,600円⇒（軽減額）99,000円

③給与収入が100万円の場合
（軽減前）44,700円（軽減後）17,000円⇒（軽減額）27,700円

今
年
度
は
耐
震
補
強
工
事
20
棟
、
耐
震
補
強
設
計
31
棟
を
実
施

倒
産
や
リ
ス
ト
ラ
な
ど
で
離
職
さ
れ
た
方
へ

国
民
健
康
保
険
税
を
軽
減
し
ま
す

学生議会を
傍聴しませんか

5月10日
開催臨

時
市
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た



平成22年（2010年）５月号 2
総
合
振
興
計
画
と
は

　

現
在
、
市
で
は
平
成
23
年
度
（
２

０
１
１
年
）
を
初
年
度
と
す
る
「
第

４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
」
を
策

定
中
で
す
。
総
合
振
興
計
画
と
は
、

未
来
を
見
据
え
た
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
の
方
針
を
示
す
も
の
で
、
「
基
本

構
想
」
「
基
本
計
画
」
「
実
施
計

画
」
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち

基
本
構
想
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治

法
第
２
条
第
４
項
に
、
「
市
町
村

は
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
に
当
た

っ
て
は
、
議
会
の
議
決
を
経
て
そ
の

地
域
に
お
け
る
総
合
的
か
つ
計
画
的

な
行
政
の
運
営
を
図
る
た
め
の
基
本

構
想
を
定
め
、
こ
れ
に
即
し
て
行
な

う
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
基
本

構
想
に
は
、
市
の
将
来
像
や
そ
れ
に

向
け
た
施
策
の
大
綱
（
事
務
事
業
の

方
向
性
の
概
要
）
が
示
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
び
「
基
本
構
想
素
案
」
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

意
見
の
募
集
期
間
と
応
募
方
法

　

５
月
１
日
㈯
〜
31
日
㈪
に
、
メ
ー

ル
や
郵
送
等
で
企
画
課
あ
て
に
お
送

り
い
た
だ
く
か
、
男
女
共
同
参
画
支

援
セ
ン
タ
ー
（
ほ
っ
と
越
谷
）
や
各

地
区
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の
意
見
箱

に
お
入
れ
く
だ
さ
い
。
様
式
は
自
由

で
す
。
な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

意
見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
し
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

飴
９
６
５
＝
８
０
２
８

綾 1
0
0
2
1
1
0
0
@

city.k
o
sh

ig
ay

a

.saitam
a.jp

基
本
構
想
素
案
が
ま
と
ま
る

ま
で
の
経
過

　

計
画
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
参
加
に
よ
り
進
め
て
い

く
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
会
議
を
各
地

区
で
開
催
し
て
い
た
だ
き
、
昨
年
11

月
に
地
区
の
将
来
像
な
ど
を
ま
と
め

た
提
言
書
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
市
の
将
来
像
に
つ
い
て
テ
ー
マ

ご
と
に
市
民
懇
談
会
を
７
回
開
催
し

た
ほ
か
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
団
体

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
多
く
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
基
本
構
想

素
案
に
は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
で

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
提
言
や
意

見
を
集
約
し
、反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計

第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計

画
基
本
構
想
素
案
（
概
要
）

画
基
本
構
想
素
案
（
概
要
）

序　
　
　

文

１
．
計
画
策
定
の
趣
旨

　

本
市
は
、
昭
和
47
年
に
「
水
と
緑

と
太
陽
に
恵
ま
れ
た
近
代
的
住
宅
都

市
」
を
将
来
都
市
像
と
す
る
「
越
谷

市
総
合
振
興
計
画
・
基
本
構
想
」

を
、
昭
和
59
年
に
は
「
水
と
緑
と
太

陽
に
恵
ま
れ
た　

ふ
れ
あ
い
と
活
力

あ
る
文
化
都
市
」
を
将
来
都
市
像
と

す
る
「
第
２
次
越
谷
市
総
合
振
興
計

画
」
を
策
定
し
、
総
合
的
か
つ
計
画

的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

平
成
12
年
に
は
「
第
３
次
越
谷
市

総
合
振
興
計
画
」
を
策
定
し
、「
水
と

緑
と
太
陽
に
恵
ま
れ
た　

ふ
れ
あ
い

豊
か
な
自
立
都
市
」
を
将
来
像
と
し

て
、「
環
境
共
生
の
都
市
づ
く
り
」

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
社
会
づ
く
り
」

「
自
立
し
連
携
す
る
都
市
づ
く
り
」

「
地
域
性
を
重
視
し
た
ま
ち
づ
く

り
」
を
視
点
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
社
会
や
地
方
分
権
の

さ
ら
な
る
進
展
な
ど
本
市
を
取
り
巻

く
社
会
経
済
情
勢
は
大
き
く
変
化
し

て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
時
代
の
潮
流
を
的
確
に

と
ら
え
、
将
来
に
わ
た
り
、
市
民
が

安
全
で
安
心
し
て
、
い
き
い
き
と
生

活
が
で
き
、
住
み
や
す
く
、
住
み
続

け
た
い
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
、
第

４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
を
策
定

す
る
も
の
で
す
。

２
．
計
画
の
特
徴

⑴
越
谷
市
自
治
基
本
条
例
を
踏
ま

え
、
市
民
の
計
画
策
定
へ
の
参
加
を

得
る
と
と
も
に
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
反

映
し
た
計
画
で
す
。

⑵
越
谷
市
が
行
う
す
べ
て
の
施
策
や

事
業
の
根
拠
と
な
る
最
上
位
に
位
置

す
る
計
画
で
す
。

⑶
十
分
な
現
状
分
析
と
将
来
予
測
に

よ
り
、
市
民
が
安
全
で
安
心
し
て
快

適
な
生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
目

標
を
設
定
し
、
そ
の
到
達
へ
向
け
施

策
が
体
系
化
さ
れ
た
、
わ
か
り
や
す

く
実
現
性
の
あ
る
計
画
で
す
。

３
．
計
画
の
期
間
と
構
成

⑴
計
画
の
期
間

　

こ
の
計
画
の
期
間
は
、
平
成
23
年

度
（
２
０
１
１
年
）
〜
32
年
度
（
２

０
２
０
年
）
と
し
ま
す
。

⑵
計
画
の
構
成

　

こ
の
計
画
は
「
基
本
構
想
」
「
基

本
計
画
」
「
実
施
計
画
」
の
３
層
で

構
成
し
ま
す
。

時
代
の
流
れ
と
新
た
な

課
題

第１章は
じ
め
に

　

計
画
を
策
定
す
る
に
当
た
り
、
次

の
よ
う
な
大
き
な
時
代
の
流
れ
や
変

化
を
踏
ま
え
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
う
え
で
の
課
題
と
し
ま
す
。

●
人
口
減
少
社
会
の
到
来
と
少
子
高

齢
化
の
進
行

●
地
方
分
権
の
推
進
と
市
民
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り

●
安
全
・
安
心
志
向
の
高
ま
り

●
環
境
意
識
の
高
ま
り

●
経
済
・
産
業
構
造
の
変
化

ま
ち
づ
く
り
の
理
念
と

視
点

第２章１
．
ま
ち
づ
く
り
の
理
念

　

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
基

本
理
念
を
「
人
間
尊
重
」
と
「
市
民

主
権
」
と
し
ま
す
。

「
人
間
尊
重
」

　

一
人
ひ
と
り
が
人
間
と
し
て
尊
重

さ
れ
、
「
や
さ
し
さ
」
や
「
心
の
豊

か
さ
」
な
ど
の
人
間
ら
し
さ
に
満
ち

た
、
ふ
れ
あ
い
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
「
人
間
尊
重
」
を

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
と
し
ま

す
。

「
市
民
主
権
」

　

参
加
と
協
働
に
よ
る
市
民
が
主
人

公
で
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
「
市
民
主
権
」
を
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
理
念
と
し
ま
す
。

２
．
ま
ち
づ
く
り
の
視
点

次
の
４
つ
を
視
点
と
し
ま
す
。

⑴
人
と
地
域
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

　

自
治
体
と
し
て
の
主
体
性
を
発
揮

し
な
が
ら
、
市
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ

の
参
加
と
協
働
に
よ
る
安
全
・
安
心  

で
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
民
が
主
人
公
の
ま

ち
づ
く
り
を
よ
り
一
層
進
め
、
地
域

の
創
意
工
夫
を
活
か
し
た
「
人
と
地

域
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め

ま
す
。

　

ま
た
、
だ
れ
も
が
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
人

間
尊
重
の
基
本
理
念
に
基
づ
い
た
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
や
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
社
会
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

⑵
環
境
と
共
生
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
に
活

用
す
る
循
環
型
社
会
の
構
築
に
加
え

て
、
公
共
交
通
の
充
実
や
都
市
機
能

の
集
約
化
な
ど
に
よ
り
、
環
境
負
荷

の
少
な
い
都
市
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
水
と
緑
の
豊
か
な
自
然
環

境
と
利
便
性
の
高
い
都
市
環
境
が
調

和
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
人
と
自
然
が
共
生

し
、
質
の
高
い
都
市
を
目
指
し
、

「
環
境
と
共
生
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
ま
す
。

⑶
文
化
の
息
づ
く
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち

づ
く
り

　

健
康
で
安
心
し
た
日
常
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
、
子
育
て
や
教
育
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
に
対
す
る
取
り
組

み
が
、
一
層
重
要
性
を
増
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
だ
れ
も
が
本
市
の
歴
史

や
文
化
に
親
し
む
と
と
も
に
、
生
涯

学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
活
動
に
取
り
組
み
、
心
豊
か
な

生
活
を
送
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
だ
れ
も
が
生
き
が
い

を
も
ち
、
い
き
い
き
と
生
活
し
て
い

け
る
「
文
化
の
息
づ
く
や
す
ら
ぎ
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
ま
す
。

⑷
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
経
済
を
取
り
巻
く
状
況
の
変

化
に
対
応
す
る
た
め
、
各
産
業
分
野

の
連
携
の
強
化
や
新
た
な
産
業
の
創

出
な
ど
に
よ
り
、
地
域
社
会
を
支
え

る
産
業
の
発
展
や
活
性
化
、
そ
れ
を

支
え
る
人
材
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て

働
け
る
地
域
社
会
の
形
成
や
、
ま
ち

の
に
ぎ
わ
い
と
活
力
の
創
出
を
目
指

し
、
「
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
進
め
ま
す
。

第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
の「
基
本
構
想
素
案
」へ
の

第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
の「
基
本
構
想
素
案
」へ
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す  

問
合
せ 

企
画
課（
第
二
庁
舎
３
階
）

☎
９
６
３
＝
９
１
１
２

地
区
ま
ち
づ
く
り
会
議

市
民
懇
談
会

実施計画

基本計画

基本
構想

基本構想 

 

 

平成 32年度（2020 年）を目標年
度とし、本市の将来像とまちづく
りの基本的方向である「施策の
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実施計画 
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に
続
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越
谷
市
の
将
来
像

第３章１
．
将
来
像

　

日
本
の
総
人
口
が
減
少
に
転
じ
た

今
日
、
少
子
高
齢
化
に
対
応
す
る
た

め
に
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
と
高
齢
者
は
も
と

よ
り
、
す
べ
て
の
人
々
が
い
き
い
き

と
健
康
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、
と

も
に
支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
身
近
な
ご

み
問
題
か
ら
地
球
規
模
に
至
る
環
境

問
題
を
考
え
行
動
す
る
こ
と
と
、
地

域
連
携
に
よ
る
犯
罪
の
な
い
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

は
、
い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
市
民

の
願
い
で
す
。

　

こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
地
域

を
支
え
る
役
割
を
担
い
、
市
民
相
互

の
き
ず
な
と
信
頼
を
深
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
子
育
て
や
介
護
な
ど
、
地
域

で
支
え
あ
う
仕
組
み
づ
く
り
を
行

い
、
市
民
が
安
心
し
て
生
活
し
、
住

み
よ
い
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
し

て
、
人
と
人
と
が
つ
く
る
地
域
の
つ

な
が
り
や
活
発
な
市
民
活
動
が
ま
ち

に
に
ぎ
わ
い
と
活
力
を
も
た
ら
し
、

地
域
に
愛
着
を
感
じ
住
み
続
け
た
い

と
実
感
で
き
る
ま
ち
の
創
造
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

環
境
と
の
共
生
を
願
い
、
豊
か
な

自
然
と
美
し
い
景
観
を
大
切
に
す
る

と
と
も
に
、
多
様
性
に
富
む
人
と
地

域
に
支
え
ら
れ
た
、
安
全
で
安
心
し

て
快
適
に
生
活
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
こ
そ
が
、
越
谷
市
の
持
続
的
な
成

長
を
可
能
と
す
る
と
考
え
ま
す
。
そ

こ
で
、
本
市
の
将
来
像
を

『
水
と
緑
と
太
陽
に
恵
ま
れ
た　

人

と
地
域
が
支
え
る
安
全
・
安
心
・
快

適
都
市
』

と
し
ま
す
。

２
．
ま
ち
づ
く
り
の
目
標

　

将
来
像
で
あ
る
『
水
と
緑
と
太
陽

に
恵
ま
れ
た　

人
と
地
域
が
支
え
る

安
全
・
安
心
・
快
適
都
市
』
を
実
現

す
る
た
め
に
、
次
の
６
つ
を
ま
ち
づ

く
り
の
目
標
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
に
よ
り
、
総
合
的
で
計
画
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
市
民
と
つ
く
る
住
み
よ
い
自
治
の

ま
ち
づ
く
り

●
だ
れ
も
が
健
康
で
生
き
が
い
を
も

っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り

●
自
然
と
調
和
し
質
の
高
い
都
市
機

能
を
備
え
た
ま
ち
づ
く
り

●
人
や
環
境
に
や
さ
し
く
安
全
・
安

心
な
生
活
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

●
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
育
む
持

続
的
で
躍
動
す
る
ま
ち
づ
く
り

●
い
き
い
き
と
だ
れ
も
が
学
べ
る
心

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

人
口
と
土
地
利
用

第４章１
．
将
来
人
口

　

平
成
32
年
（
２
０
２
０
年
）
の
将

来
人
口
は
34
万
人
と
し
ま
す
。

２
．
都
市
構
造

⑴
都
市
づ
く
り
に
お
け
る
課
題

　

第
３
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
で

は
、
東
京
都
市
圏
北
部
の
広
域
連
携

拠
点
（
業
務
核
都
市
）
と
し
て
、
他

の
業
務
核
都
市
と
の
連
携
強
化
や
、

高
度
な
保
健
・
医
療
・
福
祉
機
能
、

広
域
的
な
災
害
へ
の
対
応
を
可
能
と

す
る
防
災
機
能
の
強
化
、
幹
線
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
適
切
な
構
成
な
ど

を
柱
と
し
た
将
来
都
市
構
造
を
掲

げ
、
複
合
的
な
都
市
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
を
基

礎
に
し
な
が
ら
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
社
会
の
急
速
な
進
行
、
環
境
問

題
の
深
刻
化
、
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
に
伴
う
厳
し
い
財
政
上
の
制
約
な

ど
を
背
景
と
し
て
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
変
化
や
価
値
観
の
多
様
化
な
ど

に
対
応
し
た
、
「
持
続
可
能
な
都
市

づ
く
り
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
市
内
各
駅
を
中

心
に
見
ら
れ
る
既
存
の
都
市
機
能
の

活
用
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
る
集

約
型
都
市
構
造
の
構
築
、
都
市
の
活

力
向
上
・
質
的
向
上
に
資
す
る
土
地

利
用
の
展
開
、
そ
し
て
良
好
か
つ
良

質
な
農
地
等
の
環
境
資
源
の
保
全
・

活
用
に
よ
り
、
水
と
緑
豊
か
な
質
の

高
い
都
市
の
形
成
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
、
業
務
核
都
市

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
と

と
も
に
、
広
域
的
な
求
心
性
を
持
っ

た
都
市
機
能
の
充
実
を
図
る
こ
と
も

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑵
都
市
構
造

①
都
市
拠
点
の
強
化

　

中
心
核
と
し
て
行
政
機
能
や
商
業

・
業
務
機
能
が
集
積
し
た
越
谷
駅
・

南
越
谷
駅
周
辺
、
そ
れ
を
補
完
す
る

副
次
核
と
し
て
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

地
区
周
辺
と
西
大
袋
地
区
周
辺
を
位

置
づ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ

た
都
市
基
盤
の
整
備
・
充
実
を
図
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
生
活
中
心
と
し
て

各
駅
周
辺
を
位
置
づ
け
、
人
や
環
境

に
や
さ
し
く
生
活
利
便
性
に
富
ん
だ

集
約
型
都
市
構
造
の
形
成
を
図
り
ま

す
。

　

ま
た
、
テ
ー
マ
ご
と
の
求
心
性
を

持
つ
拠
点
と
し
て
多
様
な
都
市
機
能

や
人
が
集
ま
る
場
所
を
位
置
づ
け
、

都
市
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
の
機
能

強
化
や
維
持
を
図
り
ま
す
。

a
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
形
成
に
資

す
る
拠
点

・
中
心
核
（
越
谷
駅
・
南
越
谷
駅
周

辺
）

・
副
次
核
（
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
地

区
周
辺
、
西
大
袋
地
区
周
辺
）

・
生
活
中
心
（
せ
ん
げ
ん
台
駅
周

辺
、
大
袋
駅
周
辺
、
北
越
谷
駅

周
辺
、
蒲
生
駅
周
辺
）

b
都
市
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
の
拠

　

点
・
地
区
拠
点
（
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公

民
館
）

・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

拠
点
（
越
谷
総
合
公
園
、
し
ら

こ
ば
と
公
園
、
出
羽
公
園
、
平

方
公
園
）

・
文
化
拠
点
（
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
、
中
央
市
民
会
館
、

北
部
市
民
会
館
、
市
立
図
書

館
、
日
本
文
化
伝
承
の
館
）

・
緑
の
拠
点
（
都
市
基
幹
公
園
、
住

区
基
幹
公
園
、
県
民
健
康
福
祉

村
）

・
親
水
拠
点
（
親
水
空
間
と
し
て
の

求
心
性
が
あ
る
大
規
模
調
節
池

や
葛
西
用
水
等
）

・
防
災
拠
点
（
越
谷
市
役
所
、
県
民

健
康
福
祉
村
、
河
川
防
災
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
）

・
教
育
･
医
療
拠
点
（
埼
玉
県
立
大

学
、
文
教
大
学
、
市
立
病
院
、

獨
協
医
科
大
学
越
谷
病
院
）

②
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
軸
の
充
実

　

土
地
利
用
を
体
系
的
に
関
係
づ

け
、
均
衡
あ
る
都
市
の
形
成
を
図
る

た
め
、
都
市
拠
点
を
結
び
、
人
・
モ

ノ
の
交
流
を
促
進
す
る
都
市
軸
と
水

と
緑
の
軸
を
位
置
づ
け
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
軸
と
し
て
充
実
し
て
い
き
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
広
域
的
な
交
流
機
能
の

強
化
、
業
務
機
能
の
立
地
を
促
進
す

る
た
め
に
、
主
要
幹
線
道
路
等
の
整

備
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
や
公

共
交
通
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
・
輸
送
力

の
向
上
等
の
総
合
的
な
充
実
を
図
り

ま
す
。

・
都
市
軸
（
主
要
幹
線
道
路
等
、
越

谷
駅
か
ら
越
谷
総
合
公
園
ま
で

の
沿
道
、
越
谷
駅
か
ら
南
越
谷

駅
ま
で
の
沿
道
）

・
水
と
緑
の
軸
（
元
荒
川
軸
、
大
落

古
利
根
川
軸
、
新
方
川
軸
、
中

川
軸
、
綾
瀬
川
軸
、
新
川
軸
、

逆
川
軸
、
葛
西
用
水
軸
、
谷
古

田
用
水
軸
、
八
条
用
水
軸
、
末

田
大
用
水
軸
）

３
．
土
地
利
用
構
想

　

都
市
づ
く
り
の
課
題
に
対
応
し
、

望
ま
し
い
都
市
構
造
の
実
現
に
向

け
、
土
地
利
用
構
想
を
次
の
よ
う
に

し
ま
す
。

⑴
土
地
利
用
の
基
本
方
針

　

地
域
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、

土
地
利
用
の
連
続
性
を
も
考
慮
し
つ

つ
、
鉄
道
駅
を
中
心
に
商
業
地
や
住

宅
地
を
配
し
、
さ
ら
に
そ
の
周
辺
に

農
地
を
配
し
た
構
成
に
よ
り
、
都
市

環
境
と
自
然
環
境
と
の
調
和
の
と
れ

た
総
合
的
・
計
画
的
な
土
地
利
用
を

進
め
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
し
ば
ら
く
は
人
口
が

増
加
す
る
見
通
し
に
あ
り
ま
す
が
、

人
口
減
少
社
会
や
少
子
高
齢
化
の
進

行
、
そ
し
て
土
地
需
要
の
減
退
な
ど

を
見
据
え
、
原
則
的
に
市
街
地
の
拡

大
は
行
わ
ず
、
都
市
機
能
の
充
実
し

た
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
街
地
の
形
成
を

目
指
し
ま
す
。

⑵
土
地
利
用
構
想

①
住
宅
地

　

住
宅
地
に
つ
い
て
は
、
道
路
や
公

園
等
を
適
切
に
配
置
し
、
緑
化
の
促

進
等
に
よ
る
安
全
性
が
高
く
、
緑
豊

か
な
住
環
境
の
形
成
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
道
路
等
の
都
市
基
盤
施
設
に

つ
い
て
は
、
適
切
な
維
持
・
管
理
に

よ
る
施
設
の
長
寿
命
化
や
有
効
活
用

な
ど
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

特
に
、
道
路
な
ど
の
整
備
が
十
分

で
な
い
密
集
し
た
住
宅
地
な
ど
で

は
、
生
活
道
路
の
整
備
や
建
物
の
共

同
化
・
共
同
利
用
を
促
進
し
、
安
全

性
の
向
上
に
よ
る
質
の
高
い
住
環
境

の
形
成
に
努
め
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、新
た
な
市
街
地
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
住
宅
地
で
は
、地

区
住
民
な
ど
の
主
体
的
な
取
り
組
み

に
よ
っ
て
、良
好
な
住
環
境
を
持
続

的
な
も
の
と
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

②
商
業
地

　

商
業
地
に
つ
い
て
は
、
県
南
東
部

地
域
の
中
核
的
都
市
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
魅
力
あ
る
商
業
・
業
務
機
能
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
日
常
生
活
の

利
便
性
を
考
慮
し
、
駅
を
中
心
と
し

て
文
化
、
行
政
な
ど
の
様
々
な
都
市

機
能
と
連
携
し
た
商
業
地
の
形
成
を

図
り
ま
す
。

　

特
に
、
越
谷
駅
や
南
越
谷
駅
周
辺

の
中
心
核
や
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
地

区
で
は
、
多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
広
域
的
な
商
業
・
業
務
地
を

形
成
し
ま
す
。

③
工
業
・
流
通
業
務
地

　

工
業
・
流
通
業
務
地
に
つ
い
て

は
、
産
業
の
振
興
と
就
業
の
場
の
確

保
の
た
め
に
、
交
通
利
便
性
等
を
活

か
し
な
が
ら
、
周
辺
環
境
へ
配
慮
し

た
土
地
利
用
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
工
場
等
の
操
業
環
境
と
住

環
境
が
混
在
す
る
地
域
内
で
は
、
双

　

２
面
か
ら
続
き

　

４
面
に
続
く
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方
の
環
境
に
配
慮
し
た
住
工
共
存
型

の
土
地
利
用
へ
と
誘
導
す
る
と
と
も

に
、
工
場
や
倉
庫
等
の
一
定
集
積
が

見
ら
れ
る
出
羽
地
区
、
荻
島
地
区
な

ど
や
一
定
規
模
以
上
の
主
要
幹
線
道

路
沿
線
地
域
を
候
補
と
し
て
、
新
た

な
土
地
利
用
の
必
要
性
・
可
能
性
を

検
討
し
、
都
市
の
活
力
向
上
に
資
す

る
土
地
利
用
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

④
農
地
及
び
集
落
地

　

農
地
に
つ
い
て
は
、
経
営
者
の
育

成
や
農
業
振
興
策
な
ど
に
よ
る
農
業

生
産
機
能
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も

に
、
面
的
な
広
が
り
を
有
す
る
優
良

農
地
に
つ
い
て
は
、
農
業
生
産
の
場

と
し
て
だ
け
で
な
く
、
景
観
形
成
や

自
然
環
境
保
全
、
治
水
対
策
と
い
っ

た
多
面
的
機
能
を
総
合
的
に
と
ら
え

な
が
ら
、
守
る
べ
き
農
地
と
し
て
の

位
置
及
び
区
域
を
早
期
に
定
め
る
な

ど
、
積
極
的
な
保
全
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
周
辺
に
広
が
る
農
村

的
な
景
観
と
良
好
な
生
活
環
境
を
有

す
る
集
落
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の
環

境
維
持
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
街

地
に
隣
接
し
一
定
の
建
物
立
地
が
進

ん
で
い
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
住
民

意
向
を
踏
ま
え
、
道
路
整
備
や
公
共

下
水
道
の
整
備
等
、
環
境
整
備
の
あ

り
方
を
検
討
し
、快
適
性
・
安
全
性
の

高
い
居
住
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

地
区
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
の
展
開

第５章１
．
地
区
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の

展
開

　

こ
れ
か
ら
の
人
口
減
少
、
少
子
高

齢
社
会
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
が
人
材
、
自
然
、
文
化
、
歴
史

な
ど
の
様
々
な
資
源
や
特
性
を
生
か

し
、
創
意
工
夫
を
加
え
な
が
ら
個
性

豊
か
で
活
力
あ
ふ
れ
た
地
区
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

地
区
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
区
域
（
公
民
館
区
）
を

基
本
的
な
単
位
と
し
て
進
め
ま
す

が
、
市
民
の
意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら

生
活
や
活
動
の
範
囲
を
考
慮
し
、
適

切
で
柔
軟
な
圏
域
を
設
定
し
て
展
開

し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
活
動
を
支

え
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
や
対

象
範
囲
を
明
確
に
し
、
市
民
活
動
の

拠
点
機
能
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
に

お
い
て
は
、
市
民
の
参
加
と
協
働
に

よ
る
地
区
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
積

極
的
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

２
．
地
区
別
将
来
像

　

地
区
別
将
来
像
は
、
地
区
ご
と
の

「
ま
ち
づ
く
り
会
議
」
に
お
い
て
市

民
が
自
ら
描
い
た
「
地
区
の
将
来

像
」
に
か
か
わ
る
提
言
を
も
と
に
ま

と
め
た
も
の
で
す
。
地
区
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
を
具
体
的
に
進
め
る
に
あ

た
っ
て
は
、
こ
の
「
地
区
の
将
来

像
」
の
も
と
、
具
体
的
な
ま
ち
づ
く

り
の
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
ら
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。施

策
の
大
綱

第６章１
．
市
民
と
つ
く
る
住
み
よ
い

　
　

自
治
の
ま
ち
づ
く
り

〜
市
民
、人
権
、行
財
政
運
営
〜

　

近
年
、市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や

価
値
観
の
変
化
に
伴
い
、市
民
ニ
ー

ズ
も
多
様
化
・
高
度
化
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
地
方
分
権
の
進
展
に
よ
り

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
自
主
的
な
ま

ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
需
要
に

適
切
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
市
民

の
参
加
と
協
働
に
よ
る
市
政
運
営
を

進
め
る
と
と
も
に
、
だ
れ
も
が
安
心

し
て
生
活
し
、
豊
か
さ
を
実
感
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
よ
り
一
層
の
行
財
政
改
革

に
努
め
、
健
全
で
開
か
れ
た
都
市
経

営
に
取
り
組
み
ま
す
。

２
．
だ
れ
も
が
健
康
で
生
き
が
い

を
も
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り

〜
保
健
、
医
療
、
子
育
て
、

福
祉
、
社
会
保
障
〜

　

少
子
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進
行
す

る
中
、
だ
れ
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域

で
支
え
あ
う
福
祉
活
動
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生

み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
積
極

的
な
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
地
域
医
療
体
制
の
充
実
に
努

め
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
の

強
化
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民

が
互
い
に
助
け
合
い
支
え
あ
っ
て
い

け
る
よ
う
、
社
会
保
障
制
度
の
充
実

を
目
指
し
ま
す
。

３
．
自
然
と
調
和
し
質
の
高
い
都
市

　
　

機
能
を
備
え
た
ま
ち
づ
く
り

〜
都
市
計
画
、
都
市
施
設
、

住
宅
〜

　

公
共
交
通
の
充
実
や
都
市
機
能
の

集
約
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
だ

れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
都
市
環

境
の
計
画
的
な
創
出
に
向
け
、
自
然

と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、
道
路
や

公
園
、
上
下
水
道
な
ど
の
市
民
生
活

に
密
着
し
た
都
市
施
設
の
整
備
や
、

活
気
あ
る
市
街
地
の
形
成
を
進
め
る

と
と
も
に
、
う
る
お
い
と
魅
力
の
あ

る
越
谷
ら
し
い
景
観
の
形
成
を
図
り

ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
を
は
じ
め
と
す

る
各
種
施
設
等
の
整
備
に
あ
た
っ
て

は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
理

念
の
も
と
、
年
齢
、
性
別
、
障
が
い

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の

人
が
利
用
し
や
す
い
施
設
づ
く
り
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
既
存
施
設
に

つ
い
て
も
、
だ
れ
も
が
利
用
し
や
す

い
よ
う
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
し

ま
す
。

４
．
人
や
環
境
に
や
さ
し
く

　
　

安
全
・
安
心
な
生
活
を
育
む

　
　

ま
ち
づ
く
り

〜
環
境
、
危
機
管
理
〜

　

大
量
生
産
、
大
量
消
費
、
大
量
廃

棄
の
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
は
、
地
球

環
境
問
題
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。
環
境
意
識
の
高
ま
り
の

中
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の
削

減
、
資
源
の
循
環
、
自
然
と
の
共
生

に
よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
や
感
染
症
な
ど
に
対

応
す
る
総
合
的
な
危
機
管
理
体
制
や

消
防
・
救
急
体
制
の
充
実
・
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
防
犯
対
策
、
交
通

安
全
対
策
や
消
費
生
活
問
題
に
取
り

組
み
、
安
全
で
安
心
な
市
民
生
活
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

５
．
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
育
む

　
　

持
続
的
で
躍
動
す
る

　
　

ま
ち
づ
く
り

〜
産
業
、
雇
用
〜

　

産
業
振
興
は
、
市
民
生
活
の
豊
か

さ
の
み
で
は
な
く
、
雇
用
の
促
進
や

都
市
環
境
・
生
活
利
便
性
の
向
上
に

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
に
ぎ
わ
い

の
あ
る
中
心
市
街
地
の
形
成
、
魅
力

あ
る
商
店
街
等
の
整
備
や
観
光
資
源

の
創
出
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
持

続
的
に
農
業
が
行
わ
れ
る
環
境
を
つ

く
り
ま
す
。

　

事
業
者
の
高
齢
化
と
後
継
者
問
題

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
都
市
化
に

伴
う
住
工
混
在
や
農
地
の
減
少
、
遊

休
農
地
（
耕
作
放
棄
地
）
の
増
加
な

ど
の
課
題
を
改
善
し
、
継
続
的
に
事

業
活
動
を
営
む
こ
と
の
で
き
る
産
業

振
興
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

６
．
い
き
い
き
と
だ
れ
も
が
学
べ
る

　
　

心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

〜
教
育
、生
涯
学
習
、文
化
、ス

ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
〜

　

社
会
の
急
速
な
変
化
の
中
、
他
と

協
調
し
、
自
立
し
て
生
き
て
い
く
人

材
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
感
性
や
知
性
に
あ
ふ
れ
、
自

ら
学
び
続
け
る
人
づ
く
り
を
基
本

に
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
強
い
連

携
の
も
と
、
教
育
の
質
を
高
め
信
頼

さ
れ
る
学
校
づ
く
り
に
努
め
る
と
と

も
に
、
自
立
し
て
生
き
て
い
く
た
め

の
基
礎
と
な
る
「
生
き
る
力
」
を
育

む
学
校
教
育
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

生
涯
に
わ
た
る
学
び
の
機
会
を
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
文
化
や
芸
術
な

ど
に
ふ
れ
あ
う
機
会
を
つ
く
る
な

ど
、
地
域
文
化
の
振
興
と
向
上
に
努

め
、
豊
か
な
学
習
環
境
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
充
実
さ

せ
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
だ
れ
も
が

気
軽
に
参
加
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

　

３
面
か
ら
続
き

1.市民とつくる住みよい自治のまちづくり

1－1 市民参加と協働による市政を進める

1－2 互いに認め合い人権を尊重する社会づくりを進める

1－3 健全で開かれた都市経営を進める

4.人や環境にやさしく安全・安心な
生活を育むまちづくり

4－1 環境にやさしい持続可能な社会をつくる

4－2 安全・安心に暮らせるまちにする

4－3 生命・身体・財産を守る消防体制を整える

6.いきいきとだれもが学べる
心豊かなまちづくり

6－1 生きる力を育む学校教育を進める

6－2 生涯にわたる学びを充実し、地域の文化を創造する

6－3 生涯にわたりスポーツ・レクリエーションに親しめる環境をつくる

2.だれもが健康で生きがいをもって
安心して暮らせるまちづくり

2－1 ともに支えあいながら暮らせる地域をつくる

2－2 予防と助け合いのもとで、充実した地域医療体制をつくる

2－3 伸びやかに子どもが育ち、次の世代につなげる、見守りによるまちをつくる

2－4 障がい者（児）が生活しやすい環境をつくる

2－5 高齢者が敬愛され生きがいをもてるまちをつくる

2－6 市民生活を支える支援制度や体制の充実を図る

3.自然と調和し質の高い都市機能を備えた
まちづくり

3－1 自然と調和した安全で活気ある都市をつくる

3－2 越谷らしい景観をつくる

3－3 地域を支える道路・交通環境をつくる

3－4 水と緑を活かした安らぎのある空間をつくる

3－5 安全で良好な水環境をつくる

3－6 安心して住むことができる住宅環境をつくる

5.安心して働ける環境を育む
持続的で躍動するまちづくり

5－1 地域社会を支える持続性のある産業を育成し、活性化を図る

5－2 にぎわい・活力の創出を図る商業・観光の振興を図る

5－3 地域社会と融合し持続的経営力を持つ工業を育成し、活性化を図る

5－4 持続的に農業が行われる環境をつくる

5－5 地域に根ざした雇用対策を拡充し、働きやすい環境をつくる

施策の大網

基
本
構
想
素
案（
全
文
）は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
意
見
募
集
」
か
ら

ご
覧
に
な
れ
る
ほ
か
、
各
地
区
セ
ン
タ
ー
で
資
料
を
入
手
で
き
ま
す
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納
税
通
知
書
を
お
送
り

し
ま
す

夷
平
成
22
年
度
分
の
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
は
５
月
６
日
㈭
、
軽
自

動
車
税
は
５
月
11
日
㈫
に
納
税
通
知

書
と
納
付
書
を
発
送
し
ま
す
。
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
い
た

だ
け
ま
す
。
年
税
額
・
納
期
・
各
期

別
納
付
額
を
ご
確
認
の
う
え
、
納
期

内
の
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方

に
は
納
税
通
知
書
の
み
を
お
送
り
し

ま
す
。
口
座
振
替
の
場
合
、
期
別

（
月
別
）
納
付
す
る
方
は
そ
れ
ぞ
れ

の
税
目
ご
と
に
各
納
期
の
末
日
（
月

末
。
月
末
が
土
曜
・
日
曜
日
等
の
場

合
は
翌
月
初
め
）
に
、
全
期
（
全

月
）
前
納
す
る
方
は
１
年
分
を
一
括

し
て
年
度
当
初
の
納
期
の
末
日
に
、

そ
れ
ぞ
れ
指
定
の
口
座
か
ら
振
替
納

付
さ
れ
ま
す

＊
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
の
領
収

済
通
知
書
は
、
１
年
分
を
ま
と
め

て
来
年
３
月
末
に
お
送
り
し
ま
す

（
軽
自
動
車
税
を
除
く
）

意
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
に
つ

い
て
…
資
産
税
課
☎
９
６
３
＝
９
１

４
７
・
９
１
４
８
、
軽
自
動
車
税
に

つ
い
て
…
市
民
税
課
☎
９
６
３
＝
９

１
４
５個

人
市
・
県
民
税
の
特

別
徴
収
税
額
の
通
知
書

を
お
送
り
し
ま
す

夷
平
成
22
年
度
の
個
人
市
・
県
民
税

を
給
料
か
ら
天
引
き
で
納
め
て
い
た

だ
く
方
の
税
額
通
知
書
を
、
５
月
14

日
㈮
に
勤
務
先
へ
発
送
し
ま
す
。
通

知
書
は
勤
務
先
か
ら
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
４
月
１
日
現
在
65
歳
未
満

で
給
与
所
得
以
外
に
公
的
年
金
の
所

得
が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
地
方
税

法
の
改
正
に
よ
り
、
公
的
年
金
の
雑

所
得
に
か
か
る
市
・
県
民
税
額
を
合

算
し
て
給
与
か
ら
天
引
き
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
希
望
に
よ

り
納
付
方
法
を
普
通
徴
収
に
変
更
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
左

記
へ

意
市
民
税
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４
５

市
・
県
民
税
の
課
税（
非

課
税
）
証
明
書
を
交
付

し
ま
す

夷
平
成
21
年
の
所
得
等
の
記
載
の
あ

る
平
成
22
年
度
の
市
・
県
民
税
課
税

（
非
課
税
）
証
明
書
の
交
付
は
、
普

通
徴
収
の
方
は
６
月
８
日
㈫
以
降

（
特
別
徴
収
義
務
者
の
方
は
５
月
14

日
㈮
以
降
）
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

公
的
年
金
収
入
が
１
２
０
万
円
を
超

え
て
い
る
65
歳
以
上
の
方
は
６
月
14

日
㈪
以
降
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で

は
、
21
年
度
（
20
年
分
）
が
最
新
年

度
で
す
の
で
、
証
明
書
の
交
付
を
請

求
す
る
と
き
は
、
い
つ
の
年
度
の
証

明
書
が
必
要
な
の
か
、
提
出
先
等
に

ご
確
認
く
だ
さ
い　

意
市
民
税
課
☎

９
６
３
＝
９
１
４
４
・
９
１
４
５

休
日
納
税
窓
口
を
開
き

ま
す

偉
５
月
２
日
㈰
・
16
日
㈰
・
23
日
㈰

・
６
月
６
日
㈰
、
午
前
９
時
〜
午
後

３
時
（
23
日
は
国
民
健
康
保
険
課
の

み
）　

囲
納
税
課
、国
民
健
康
保
険
課

（
い
ず
れ
も
本
庁
舎
１
階
）　

問
納

税
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４
２
、
国
民

健
康
保
険
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４
３

納
付
方
法
選
択
の
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
を
お
送
り
し
ま
す

　

平
成
22
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
を
８
月
以
降
、
新
た
に
年
金
か

ら
の
特
別
徴
収
で
お
支
払
い
い
た

だ
く
予
定
の
方
に
、
納
付
方
法
選

択
に
つ
い
て
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
を
お
送
り
し
ま
す
。
口
座
振
替

で
の
納
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

５
月
31
日
㈪
ま
で
に
国
民
健
康
保

険
課
ま
た
は
北
部
・
南
部
出
張
所

で
ご
申
請
く
だ
さ
い
。

仮
徴
収
額
変
更
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
す

　

平
成
22
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
を
特
別
徴
収
で
お
支
払
い
い
た

だ
く
予
定
だ
っ
た
方
の
う
ち
、
徴

収
方
法
が
変
更
と
な
っ
た
方
へ
仮

徴
収
額
変
更
通
知
書
を
お
送
り
し

ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、
６
月
か

ら
口
座
振
替
ま
た
は
納
付
書
で
の
支

払
い
と
な
り
ま
す
。

平
成　

年
度
国
民
健
康
保
険
税
の
課

税
限
度
額
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

　

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額

が
、
左
表
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
変
更
は
平
成
22
年
度
の

国
民
健
康
保
険
税
か
ら
適
用
に
な
り

ま
す
。

国
民
健
康
保
険
加
入
・
喪
失
の

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

〈
加
入
の
手
続
き
〉

　

勤
務
先
の
健
康
保
険
等
の
資
格

を
喪
失
し
た
後
、
別
の
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
。

《
必
要
書
類
等
》　

健
康
保
険
資

格
喪
失
証
明
書
ま
た
は
退
職
証
明

書
・
離
職
票
な
ど
退
職
日
を
確
認

で
き
る
書
類
、
印
鑑
、
免
許
証
や

住
基
カ
ー
ド
等
の
本
人
確
認
で
き

る
証
明
書
等
、
年
金
手
帳
（
20
歳

〜
60
歳
未
満
の
方
）

〈
喪
失
の
手
続
き
〉

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
、
新

た
に
別
の
保
険
に
加
入
し
た
場

合
。

《
必
要
書
類
等
》　

国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
、
新
た
に
加
入
し

た
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
、
印

鑑問
国
民
健
康
保
険
課
（
本
庁
舎
１

階
）
☎
９
６
３
＝
９
１
４
６

５
月
は
自
動
車
税
の
納
期
で
す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

　

問
自
動
車
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
０
＝
３
７
８
６
＝
１
２
２
２

課税限度額の変更
従来の限度額 平成22年度

からの限度額
医療分 47万円 50万円
後期高齢者
支援金等分 12万円 13万円

介護分（40歳
～64歳の方） ９万円 10万円

合計額 68万円 73万円

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

22

〈平成22年７月１日採用時間外保育パート職員（非常勤職員）〉
勤務場所 市内保育所

勤務日時

次の時間帯のうち、あらかじめ指定する時間
▷月曜～金曜日（朝・夕とも１～２時間半程度）
*朝・夕いずれも勤務。朝または夕のみの勤務はできません
週15時間勤務　 朝：7：00～9：00、夕：16：30～18：30
週20時間勤務　 朝：7：00～9：00、夕：16：30～19：00
▷土曜日（下記①～③のローテーション勤務）
①朝：7：00～11：00、夕：勤務なし　
②朝：7：00～9：00、夕：16：30～19：00　
③朝：7：30～9：00、夕：12：00～14：00

人数 若干名
賃金（月給） 週15時間勤務：63,400円　　　週20時間勤務：84,500円
〈対象〉勤務開始日現在60歳未満の方で保育士資格を有する方または育
児経験のある方

〈申込み〉５／19（水）まで（土曜・日曜日、祝日を除く。8：30～
17：15）に写真をはった履歴書（お持ちの方は保育士証の写しを添
付）を本人が直接下記へ。後日、面接試験を行います。すでに登録さ
れている方が申し込む場合は電話可。履歴書の提出は不要です

暗人事研修課（本庁舎２階）☎963－9132

市立病院職員を募集します

市職員を募集します

〈募集職種〉育児休業代替助産師と看護師（身分、待遇等は正規職員と
同じ。院内保育室あり）

〈対象〉助産師または正・准看護師免許をお持ちの方で三交代制勤務が
可能な方

〈募集人数〉各20人程度（作文・面接試験あり）
〈申込み〉履歴書、看護学校等の卒業証明書および成績証明書、看護師
等の免許の写しを郵送（特定記録郵便）または直接市立病院庶務課へ
（土曜・日曜日、祝日を除く。8：30～17：00）
＊ 非常勤・臨時職員看護師、臨床検査技師（勤務時間応相談）の募集も
行っています
暗市立病院庶務課☎965－2221（内2309）

◆看護師の復職支援セミナー
　市立病院では、看護師として復職を目指している方を支援するセミナ
ーを開催します。
〈日時〉６／24日㈭・25日㈮、9：00～15：00　
〈会場〉市立病院〈対象〉５人〈費用〉無料
〈申込み〉事前に電話で下記へ
暗市立病院看護部☎965－2221（内2322）

〈平成22年10月１日採用市職員〉
＊人数はいずれも若干名です

募集職種 受　験　資　格

事務職員

大学卒

大学院修士課程修了以上（見込み不可）の最終学歴を有
し、昭和57年４月２日以降に生まれた方。または、大学
卒業（見込み不可）の最終学歴を有し、昭和59年４月２
日以降に生まれた方

短大卒 短期大学卒業（見込み不可）の最終学歴を有し、昭和62
年４月２日以降に生まれた方

高校卒 高等学校卒業（見込み不可）の最終学歴を有し、平成元年
４月２日以降に生まれた方

事務職員
（身体障が
い者対象）

次の①～③のすべてに該当する方
①身体障害者手帳の交付を受けていること
② 自力により通勤ができ、かつ介護者なしに事務職としての職務
遂行が可能なこと
③活字印刷文による筆記試験に対応できること

大学卒 大学卒業以上（見込み不可）の最終学歴を有し、昭和49
年４月２日以降に生まれた方

短大卒 短期大学卒業（見込み不可）の最終学歴を有し、昭和49
年４月２日以降に生まれた方

高校卒 高等学校卒業（見込み不可）の最終学歴を有し、昭和49
年４月２日以降に生まれた方

技術職員

学校（最終学歴）で、土木、化学等の学科を修め、次のいずれかに該
当する方

大学卒

大学院修士課程修了以上（見込み不可）の最終学歴を有
し、昭和57年４月２日以降に生まれた方。または、大学
卒業（見込み不可）の最終学歴を有し、昭和59年４月２
日以降に生まれた方

短大卒 短期大学卒業（見込み不可）の最終学歴を有し、昭和62
年４月２日以降に生まれた方

保育士 保育士資格（見込み不可）を有し、昭和55年４月２日以降に生まれた方

消防士

大学卒 大学卒業以上（見込み不可）の最終学歴を有し、昭和59
年４月２日以降に生まれた方

短大卒
短期大学卒業（見込み不可）の最終
学歴を有し、昭和62年４月２日以
降に生まれた方（※）

※救急救命士免許
（見込み不可）を有
する場合は、昭和
59年４月２日以降
に生まれた方高校卒

高等学校卒業（見込み不可）の最終
学歴を有し、平成元年４月２日以
降に生まれた方（※）

ほかに次の①～③の要件を満たす方
① 矯正視力を含み、両眼で0.7以上かつ一眼でそれぞれ0.3以上で
あること
②赤色、青色および黄色の識別が可能であること
③聴力が左右とも正常であること

現業職員
昭和49年４月２日以降に生まれた方。または、大型自動車免許を
有し、昭和49年４月２日以降に生まれた方。または、調理師免許を
有し、昭和49年４月２日以降に生まれた方

〈第１次試験日〉６／27（日）（教養試験・作文試験）
〈申込み方法・期間〉郵送：５／10（月）～５／19（水）（消印有効）
*募集要項は、人事研修課､市役所総合受付､北部・南部出張所､産業雇
用支援センター、消防本部総務課、各地区センターでお配りしている
ほか、市ホームページにも掲載しています

〈育児休業代替助産師と看護師〉

掲載した市役所各課の電話番号は直通番号です 鮎…日時・期間　或…会場　粟…内容　袷…対象・定員　安…参加費・入場料　庵…持ち物　按…申込み　暗…問合せ

昨
年
度（
平
成
21
年
度
）の
市
税
未
納

者
に
対
す
る
徴
収
を
強
化
し
て
い
ま

す
。
早
急
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

税
の
お
知
ら
せ
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る
こ
と
が
明
ら
か
な
方
、
④
入
居
し

よ
う
と
す
る
世
帯
全
員
の
合
計
所
得

額
が
月
額
15
万
８
０
０
０
円
以
下
の

方
（
裁
量
世
帯
…
月
額
21
万
４
０
０

０
円
以
下
）
、
⑤
暴
力
団
員
で
な
い

方　

惟
５
月
12
日
㈬
〜
31
日
㈪
（
消

印
有
効
）
に
郵
送
で
埼
玉
県
住
宅
供

給
公
社
へ
。
募
集
案
内
は
市
役
所
建

築
住
宅
課
（
本
庁
舎
３
階
）
、
北
部

・
南
部
出
張
所
で
お
配
り
し
て
い
ま

す　

意
埼
玉
県
住
宅
供
給
公
社
（
〠

330
＝
８
５
１
６
さ
い
た
ま
市
浦
和
区

仲
町
３
の
12
の
10
）
☎
０
４
８
＝
８

２
９
＝
２
８
７
３

□
越
谷
市
児
童
福
祉
審
議
会
委
員

夷
児
童
・
母
子
福
祉
に
つ
い
て
審
議

し
ま
す
。
任
期
は
２
年
。
審
議
会
は

年
３
回
程
度　

委
平
日
昼
間
の
会
議

に
出
席
で
き
る
市
内
在
住
の
20
歳
以

上
の
方
４
人
（
ほ
か
の
公
募
委
員
で

な
い
方
）　

惟
５
月
６
日
㈭
〜
26
日

㈬
に
応
募
用
紙
（
児
童
福
祉
課
で
お

配
り
し
て
い
る
ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す
）
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
「
応
募
の
動
機
等
に

つ
い
て
」
の
小
論
文
（
８
０
０
字
以

内
）
を
添
え
て
児
童
福
祉
課
（
第
二

庁
舎
２
階
）
へ
（
郵
送
可
）
。
書
類

選
考
に
て
決
定
し
ま
す
。
応
募
書
類

は
返
却
し
ま
せ
ん　

意
児
童
福
祉
課

☎
９
６
３
＝
９
１
６
５

□
平
成
22
・
23
年
度
こ
し
が
や
市
民

大
学
企
画
運
営
委
員

夷
市
民
大
学
の
講
座
の
企
画
・
運

営
。
任
期
は
２
年　

委
市
内
在
住
・

在
勤
ま
た
は
市
内
で
活
動
し
て
い
る

方
５
人　

惟
５
月
10
日
㈪
ま
で
に
市

民
大
学
へ
の
考
え
を
作
文
（
８
０
０

字
程
度
）
に
ま
と
め
、
住
所
・
氏
名

・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入

し
、
生
涯
学
習
課
（
第
二
庁
舎
４

階
）
へ
（
郵
送
可
）
。
選
考
結
果
は

直
接
本
人
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
応

募
作
文
は
返
却
し
ま
せ
ん　

意
生
涯

学
習
課
☎
９
６
３
＝
９
２
８
３

□
多
文
化
体
験
フ
ェ
ス
タ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

夷
６
月
20
日
㈰
に
開
催
す
る
多
文
化

体
験
フ
ェ
ス
タ
（
世
界
の
お
茶
・
お

菓
子
・
遊
び
等
の
体
験
）
の
お
手
伝

い
を
お
願
い
し
ま
す
。
打
ち
合
わ
せ

を
５
月
22
日
㈯
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
に
中
央
市
民
会
館
で
行
い

ま
す　

惟
意
越
谷
市
国
際
交
流
協
会

事
務
局
☎
９
６
０
＝
３
３
５
０

□
赤
十
字
奉
仕
団
員

夷
越
谷
市
赤
十
字
奉
仕
団
で
は
、
奉

仕
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
は
募

金
運
動
、
救
急
法
講
習
会
等
で
す　

意
越
谷
市
赤
十
字
奉
仕
団
・
北
條
☎

９
６
６
＝
３
６
５
６

谷
地
区
セ
ン
タ
ー　

委
作
業
希
望
の

方
20
人
（
抽
せ
ん
）　

惟
い
ず
れ
も

５
月
10
日
㈪
ま
で
に
往
復
は
が
き
の

往
信
面
に
希
望
日
・
希
望
職
種
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
を
、
返
信
面
に
郵
便
番
号

・
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
左
記
へ　

意
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
〠
343

＝
０
０
２
３
東
越
谷
１
の
５
の
６
）

☎
９
６
７
＝
４
３
１
１

□
創
業
者
オ
フ
ィ
ス
家
賃
補
助
金

夷
オ
フ
ィ
ス
家
賃
の
一
部
（
月
額
賃

料
の
２
分
の
１
以
内
、
上
限
３
万

円
）
を
補
助
し
ま
す　

委
平
成
22
年

度
内
に
、
創
業
ま
た
は
創
業
し
よ
う

と
す
る
方
（
一
部
業
種
を
除
く
）　

惟
５
月
31
日
㈪
ま
で
に
産
業
支
援
課

で
お
配
り
し
て
い
る
書
類
に
記
入
し

左
記
へ
（
書
類
審
査
の
う
え
抽
せ

ん
）　

意
産
業
支
援
課
☎
９
６
７
＝

４
６
８
０

□
野
球
場
貸
し
出
し
抽
せ
ん
会

偉
６
月
４
日
㈮
、
午
後
７
時
か
ら
受

け
付
け
。
午
後
７
時
30
分
か
ら
抽
せ

ん　

囲
市
民
球
場
会
議
室　

夷
９
月

の
日
曜
日
分
の
抽
せ
ん　

委
「
ま
ん

ま
る
よ
や
く
」
に
登
録
の
越
谷
市
内

の
チ
ー
ム　

威
江
戸
川
広
域
運
動
公

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
み
抽
せ
ん
日
に
お

支
払
い
く
だ
さ
い　

尉
「
ま
ん
ま
る

よ
や
く
」
の
登
録
カ
ー
ド　

意
体
育

課
☎
９
６
３
＝
９
２
８
４

□
越
谷
市
民
プ
ー
ル
の
一
部
施
設
の

利
用
休
止
に
つ
い
て

夷
５
月
６
日
㈭
〜
12
日
㈬
、
特
別
清

掃
の
た
め
温
水
プ
ー
ル
の
利
用
が
で

き
ま
せ
ん
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

は
平
常
ど
お
り
利
用
で
き
ま
す　

意

越
谷
市
民
プ
ー
ル
☎
９
９
２
＝
６
６

０
２

□
市
営
住
宅
入
居
者

　

市
で
は
、
４
月
か
ら
市
営
住
宅
の

管
理
・
運
営
を
埼
玉
県
住
宅
供
給
公

社
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

〈
募
集
住
戸
〉　

▽
川
柳
町
中
層
住

宅
２
Ｋ
（
単
身
世
帯
可
）
１
戸　

▽

七
左
町
中
層
住
宅
２
Ｄ
Ｋ
（
２
人
以

上
世
帯
）
１
戸
、
３
Ｄ
Ｋ
（
３
人
以

上
世
帯
）
３
戸　

▽
西
大
袋
中
層
住

宅
１
Ｄ
Ｋ
（
60
歳
以
上
の
高
齢
者
の

み
か
ら
な
る
世
帯
、
ま
た
は
夫
婦
の

い
ず
れ
か
一
方
が
60
歳
以
上
の
高
齢

者
夫
婦
世
帯
。
単
身
世
帯
も
可
）
２

戸　

〈
応
募
資
格
〉　

次
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
方
。
①
受
付
日
の
前
日

か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
引
き
続
き
市
内

に
１
年
以
上
お
住
ま
い
の
方
、
②
現

在
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
（
婚
約
者
等
を
含
む
）
の

あ
る
方
、
③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い

当
す
る
方
。
①
市
内
に
住
所
の
あ
る

勤
労
者
ま
た
は
市
内
に
居
住
し
よ
う

と
す
る
勤
労
者
、
②
同
一
事
業
所
に

引
き
続
き
２
年
以
上
勤
務
し
て
い
る

方
、
③
現
居
住
地
の
市
（
区
）
町
村

税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
、
④
原
則

と
し
て
満
20
歳
〜
55
歳
の
方
、
⑤
資

金
の
返
済
能
力
が
あ
る
方
、
⑥
こ
の

資
金
に
よ
る
貸
し
付
け
を
受
け
て
い

な
い
方　

惟
５
月
14
日
㈮
〜
31
日

㈪
。
詳
し
く
は
左
記
へ　

意
建
築
住

宅
課
☎
９
６
３
＝
９
２
０
５

□
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
説

明
会

▽
お
お
む
ね
60
歳
代
女
性
の
方
…
偉

６
月
１
日
㈫
、
午
前
10
時
か
ら　

囲

中
央
市
民
会
館　

委
家
事
サ
ー
ビ
ス

希
望
の
方
20
人
（
抽
せ
ん
）　

▽
お

お
む
ね
60
歳
代
男
性
の
方
…
偉
６
月

１
日
㈫
、
午
後
２
時
か
ら　

囲
越
ヶ

　

本
市
の
４
月
１
日
付
人
事
異
動

の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す

（
部
長
職
以
上
。カ
ッ
コ
内
は
旧

職
名
）
。

▽
秘
書
室
長
（
監
査
委
員
事
務
局

長
兼
公
平
委
員
会
事
務
局
長
）
竹

岡
善
幸　

▽
市
民
税
務
部
長
（
企

画
部
副
参
事
兼
財
産
管
理
課
長
兼

土
地
開
発
公
社
事
務
局
長
）
金
子

浩
二　

▽
児
童
福
祉
部
長
兼
福
祉

事
務
所
長
（
健
康
福
祉
部
副
参
事

兼
高
齢
介
護
課
長
兼
地
域
包
括
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）
福
澤
辰
幸

　

▽
越
谷
市
立
病
院
副
院
長
兼
脳

神
経
外
科
部
長
（
越
谷
市
立
病
院

診
療
部
長
兼
脳
神
経
外
科
部
長
）

丸
木
親　

▽
越
谷
市
立
病
院
参
与

兼
外
科
部
長
（
越
谷
市
立
病
院
診

療
部
診
療
部
門
外
科
部
長
）
松
本

文
夫　

▽
越
谷
市
立
病
院
診
療
部

長
兼
整
形
外
科
部
長
兼
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
部
長
（
越
谷
市
立

病
院
診
療
部
診
療
部
門
整
形
外
科

　

問
合
せ
は
生
涯
学
習
課
（
☎
９

６
３
＝
９
３
０
８
）
へ
。
申
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
。

◆
な
か
よ
し
教
室
（
全
33
回
）

偉
６
月
５
日
〜
平
成
23
年
２
月
26

日
の
土
曜
日
、
午
後
１
時
〜
３
時

30
分
（
月
３
回
程
度
）　

囲
荻
島

地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館　

夷
工

作
や
料
理
等　

委
市
内
在
住
の
小

学
生
40
人　

威
１
０
０
０
円
（
年

間
保
険
料
等
）
ほ
か
必
要
に
応
じ

実
費
負
担
あ
り　

惟
５
月
15
日

㈯
、
午
後
１
時
に
費
用
を
お
持
ち

の
う
え
荻
島
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公

民
館
へ

部
長
兼
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

部
長
）
大
野
隆
一　

▽
越
谷
市
立

病
院
診
療
部
副
診
療
部
長
兼
臨
床

検
査
科
部
長
（
越
谷
市
立
病
院
診

療
部
中
央
診
療
部
門
臨
床
検
査
科

部
長
）
岡
田
基　

▽
越
谷
市
立
病

院
診
療
部
診
療
部
門
産
科
部
長

（
越
谷
市
立
病
院
診
療
部
診
療
部

門
産
科
副
科
部
長
）
西
岡
暢
子　

▽
越
谷
市
立
病
院
診
療
部
診
療
部

門
眼
科
部
長
（
越
谷
市
立
病
院
診

療
部
診
療
部
門
眼
科
副
科
部
長
）

尾
羽
澤
英
子　

▽
越
谷
市
立
病
院

診
療
部
診
療
部
門
麻
酔
科
部
長

（
越
谷
市
立
病
院
診
療
部
診
療
部

門
麻
酔
科
部
長
兼
手
術
室
長
）
伊

藤
雄
策　

▽
越
谷
市
立
病
院
診
療

部
中
央
診
療
部
門
手
術
室
長
（
越

谷
市
立
病
院
診
療
部
診
療
部
門
外

科
副
科
部
長
）
行
方
浩
二　

▽
会

計
管
理
者
兼
出
納
課
長
（
協
働
安

全
部
副
参
事
兼
地
域
活
動
推
進
課

長
）
濵
野
邦
彦　

▽
教
育
総
務
部

参
事
（
教
育
総
務
部
指
導
課
長
）

佐
藤
忠
弘　

▽
生
涯
学
習
部
長

（
生
涯
学
習
部
副
部
長
兼
生
涯
学

習
課
長
）
豊
田
正
明　

▽
監
査
委

員
事
務
局
長
兼
公
平
委
員
会
事
務

局
長
（
企
画
部
副
部
長
兼
財
政
課

長
）
鈴
木
宏
孝　

▽
消
防
長
（
消

防
署
長
）
松
本
一
彦　

▽
東
埼
玉

資
源
環
境
組
合
事
務
局
長
（
東
埼

玉
資
源
環
境
組
合
事
務
局
副
参
事

兼
建
設
準
備
室
長
）
堀
井
茂

〈
３
月
31
日
付
退
職
〉

▽
川
島
衛
（
秘
書
室
長
）　

▽
浅

子
正
（
市
民
税
務
部
長
）　

▽
小

勝
康
宏
（
児
童
福
祉
部
長
兼
福
祉

事
務
所
長
）　

▽
長
島
秀
夫
（
教

育
総
務
部
参
事
）　

▽
佐
藤
寛
志

（
生
涯
学
習
部
長
）　

▽
大
野
實

（
消
防
長
）　

▽
野
田
誠
（
東
埼

玉
資
源
環
境
組
合
事
務
局
長
）

〈
３
月
31
日
付
任
期
満
了
〉

▽
杉
本
昭
彦
（
収
入
役
）

＊
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、

収
入
役
制
度
が
改
め
ら
れ
、
会

計
事
務
は
会
計
管
理
者
（
一
般

職
）
が
担
任
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す　

委
市
内
在
住
の
方
ま
た

は
市
内
に
農
地
を
所
有
し
て
い
る

方　

惟
５
月
14
日
㈮
ま
で
に
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
へ

（
郵
送
可
）　

意
越
谷
市
農
業
委

員
会
事
務
局
☎
９
６
３
＝
９
２
７

９
、
飴
９
６
３
＝
３
９
８
７
、
綾

1
0

2
7

1
1

0
0

@
city.k

o
sh

ig
ay

a.

saitam
a.jp

◆
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
の

一
部
見
直
し
に
関
す
る
意
見

夷
市
で
は
、
一
般
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
の
生
活
排
水
処
理
・
し
尿

処
理
編
の
見
直
し
を
行
い
ま
す　

惟
５
月
17
日
㈪
〜
６
月
16
日
㈬
に

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記

へ
（
郵
送
可
）
。
資
料
は
環
境
資

源
課
（
第
二
庁
舎
２
階
）
、
情
報

公
開
セ
ン
タ
ー
（
第
二
別
館
）
、

北
部
・
南
部
出
張
所
、
各
地
区
セ

ン
タ
ー
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す　

意

環
境
資
源
課
☎
９
６
３
＝
９
１
８

１
、
飴
９
６
３
＝
３
９
８
７
、
綾

1
0

0
8

1
1

0
0

@
city.k

o
sh

ig
ay

a.

saitam
a.jp

◆
プ
レ
ジ
ャ
ー
ス
ク
エ
ア
ー
（
全

31
回
）

偉
６
月
４
日
〜
平
成
23
年
３
月

４
日
の
毎
週
金
曜
日
（
一
部
除

く
）
、
午
後
３
時
〜
５
時　

囲
蒲

生
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館　

夷

音
楽
活
動
等　

委
市
内
在
住
の
小

学
生
40
人　

威
２
０
０
０
円
（
年

間
保
険
料
等
）
ほ
か
必
要
に
応
じ

実
費
負
担
あ
り　

惟
５
月
14
日

㈮
、
午
後
３
時
に
費
用
を
お
持
ち

の
う
え
蒲
生
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公

民
館
へ

◆
弥
栄
小
教
室
（
全
12
回
）

偉
６
月
12
日
〜
平
成
23
年
３
月
12

日
の
土
曜
日
、
午
前
９
時
〜
11
時

30
分
（
月
１
回
程
度
）　

囲
弥
栄

小
学
校
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル　

夷
体

を
使
っ
た
遊
び　

委
市
内
在
住
の

小
学
生
40
人　

威
１
０
０
０
円

（
年
間
保
険
料
等
）
ほ
か
必
要
に

応
じ
実
費
負
担
あ
り　

惟
５
月
15

日
㈯
、
午
前
10
時
に
費
用
を
お
持

ち
の
う
え
弥
栄
小
学
校
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル
へ

◆
プ
レ
ー
パ
ー
ク
教
室
（
全
11

回
）

偉
５
月
16
日
〜
平
成
23
年
３
月
20

日
の
毎
月
第
３
日
曜
日
、
午
前
10

時
〜
午
後
３
時　

囲
東
越
谷
第
七

公
園
（
花
田
１
の
４
）　

夷
冒
険

遊
び
等　

委
市
内
在
住
・
在
学
の

小
学
生
50
人
程
度　

威
７
２
０
円

（
年
間
保
険
料
等
）
ほ
か
必
要
に

応
じ
実
費
負
担
あ
り　

惟
５
月
16

日
㈰
、
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
に

費
用
を
お
持
ち
の
う
え
東
越
谷
第

七
公
園
へ

夷
車
名
…
ト
ヨ
タ
ク
ラ
ウ
ン
・
セ

ダ
ン
・
ス
ー
パ
ー
サ
ル
ー
ン
エ
ク

ス
ト
ラ
（
車
体
色
は
黒
）
。
初
度

登
録
年
月
…
平
成
９
年
６
月
。
予

定
価
格
…
６
万
２
５
９
０
円
以
上

（
消
費
税
を
含
む
）
。
一
時
抹
消

渡
し　

委
個
人
の
場
合
…
国
内
在

住
者
。
法
人
の
場
合
…
国
内
に
事

務
所
を
有
す
る
法
人
。
一
般
競
争

入
札
に
な
り
ま
す　

惟
５
月
10
日

㈪
〜
19
日
㈬
（
土
曜
・
日
曜
日
を

除
く
）
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
に
総
務
管
理
課
（
本
庁

舎
２
階
）
へ
。
資
料
は
５
月
６
日

㈭
か
ら
総
務
管
理
課
で
お
配
り
す

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

印
刷
で
き
ま
す　

意
総
務
管
理
課

☎
９
６
３
＝
９
１
３
４

第
１
回
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
〜

パ
パ
・
マ
マ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

仕
事
も
育
児
も
楽
し
も
う

偉
５
月
29
日
㈯
、
午
前
10
時
〜
正
午

　

夷
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

委
70
人
。
保
育
あ
り　

威
無
料

＊
写
日
記
コ
ン
テ
ス
ト
の
企
画
委
員

も
募
集
し
て
い
ま
す

囲
惟
意
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ

ー
（
パ
ル
テ
き
た
こ
し
３
階
）
☎
９

７
０
＝
７
４
１
１

□「
越
ケ
谷
新
町
・
本
町
商
店
会
ふ

れ
あ
い
ま
つ
り
」
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
出
店
者

夷
６
月
６
日
㈰
に
新
町
・
本
町
ふ
れ

あ
い
広
場
〜
野
崎
ビ
ル
前
で
開
催
す

る
「
越
ヶ
谷
新
町
・
本
町
商
店
会
ふ

れ
あ
い
ま
つ
り
」
へ
の
出
店
者
を
募

集
し
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
品
（
食
料

品
・
生
き
物
を
除
く
）
の
販
売　

委

営
利
を
目
的
と
し
な
い
方
70
人
（
抽

せ
ん
）　

威
１
０
０
０
円　

惟
５
月

17
日
㈪
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
は
が

き
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
販

売
品
目
を
記
入
し
左
記
へ　

意
越
谷

市
商
工
会
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
係
（
〠

343
＝
０
８
１
７
中
町
７
の
17
）
☎
９

６
６
＝
６
１
１
１

□
勤
労
者
住
宅
資
金

夷
▽
住
宅
の
新
増
改
築
、
宅
地
･
マ

ン
シ
ョ
ン
（
中
古
可
）
購
入
…
貸
付

限
度
額
は
１
０
０
０
万
円
。
変
動
金

利
２
・
１
１
５
㌫
、
固
定
金
利
３
年

２
・
５
４
０
㌫
、
５
年
２
・
９
４
０

㌫
（
４
月
現
在
）
。
貸
付
期
間
30
年

以
内
。
担
保
は
貸
付
対
象
物
件
を
一

番
抵
当
（
公
的
住
宅
融
資
を
併
用
す

る
場
合
は
後
順
位
可
）
。
な
お
、
固

定
金
利
に
つ
い
て
は
労
働
金
庫
と
の

取
引
状
況
に
よ
り
さ
ら
に
優
遇
さ
れ

ま
す
。
▽
住
宅
の
修
繕
お
よ
び
補
修

…
貸
付
限
度
額
は
３
０
０
万
円
。
変

動
金
利
２
・
９
６
５
㌫
（
４
月
現

在
）
。
貸
付
期
間
15
年
以
内
。
無
担

保　

委
次
の
①
〜
⑥
の
す
べ
て
に
該

□
越
谷
市
介
護
保
険
運
営
協
議
会
の

傍
聴

偉
５
月
21
日
㈮
、
午
後
１
時
か
ら　

囲
中
央
市
民
会
館　

夷
介
護
保
険
制

度
等
に
つ
い
て　

委
20
人
（
抽
せ

ん
）　

惟
当
日
、
午
後
０
時
30
分
ま

で
に
会
場
へ　

意
高
齢
介
護
課
☎
９

６
３
＝
９
３
０
５

□
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・
離

婚
の
届
け
出
を
す
る
方
へ

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
国
勢
調
査
の

行
わ
れ
る
年
に
、
人
口
動
態
職
業
・

産
業
調
査
を
実
施
し
、
届
書
に
職
業

（
死
亡
に
つ
い
て
は
産
業
も
含
む
）

の
記
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
調

査
結
果
は
厚
生
労
働
行
政
の
基
礎
資

料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。
調
査
期

間
は
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
で

す
。

意
市
民
課
☎
９
６
３
＝
９
１
５
２

□
発
達
障
が
い
者
支
援
の
た
め
の

　
「
サ
ポ
ー
ト
手
帳
」

夷
埼
玉
県
で
は
、
発
達
障
が
い
の
あ

る
方
の
一
貫
し
た
支
援
や
さ
ま
ざ
ま

な
障
が
い
の
特
性
を
書
き
込
め
る

「
サ
ポ
ー
ト
手
帳
」
を
作
成
し
ま
し

た
。
市
役
所
障
害
福
祉
課
（
第
二
庁

舎
１
階
）
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
教
育

セ
ン
タ
ー
で
お
配
り
し
て
い
ま
す　

委
発
達
障
が
い
児（
者
）、
発
達
に
気

が
か
り
な
方　

意
障
害
福
祉
課
☎
９

６
３
＝
９
１
６
４

□
人
間
を
救
う
の
は
、
人
間
だ

　

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す

夷
５
月
１
日
〜
31
日
、
「
赤
十
字
社

員
増
強
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
運

動
で
集
ま
っ
た
社
資
や
寄
付
金
等

で
、
災
害
救
護
、
血
液
事
業
の
促

進
、
講
習
会
等
を
行
う
ほ
か
、
火
災

等
の
被
災
者
へ
見
舞
金
等
を
支
給
し

て
い
ま
す
。
期
間
中
、
自
治
会
役
員

が
家
庭
に
伺
い
ま
す
の
で
ご
協
力
く

だ
さ
い　

意
社
会
福
祉
課
☎
９
６
３

＝
９
３
２
０

□
は
か
り
の
定
期
検
査

偉
囲
５
月
24
日
㈪
・
25
日
㈫
…
越
谷

市
農
業
協
同
組
合
西
支
店
、
26
日
㈬

…
川
口
信
用
金
庫
蒲
生
支
店
、
27
日

㈭
・
28
日
㈮
…
越
谷
市
農
業
協
同
組

合
本
店
。
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
３
時　

委
西
地
区

（
下
図
参
照
。
袋
山
は
東
側
を
含
む

全
域
、
東
武
伊
勢
崎
線
の
西
側
の
大

林
、
大
房
、
大
里
、
上
間
久
里
、
下

間
久
里
を
除
く
）
の
ひ
ょ
う
量
２
５

０
㌔
以
下
の
機
械
式
は
か
り
（
電
気

式
は
か
り
、
ひ
ょ
う
量
２
５
０
㌔
を

超
え
る
も
の
は
別
途
巡
回
で
行
い
ま

す
）　

意
く
ら
し
安
心
課
☎
９
６
３
＝
９
１

５
６

□
防
災
行
政
無
線
の
試
験
放
送
を
行

い
ま
す

偉
５
月
11
日
㈫
〜
14
日
㈮
、
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時　

夷
放
送
内
容

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
「
こ
ち
ら

は
防
災
こ
し
が
や
で
す
。
た
だ
今
か

ら
試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
で

試
験
放
送
を
終
わ
り
ま
す
」　

意
危

機
管
理
課
☎
９
６
３
＝
９
２
８
５

□
埼
玉
県
立
大
学
公
開
講
座

①
生
活
活
動
ア
ッ
プ
の
身
体
づ
く
り

…
偉
５
月
23
日
㈰
・
30
日
㈰
、
午
後

１
時
〜
３
時　

夷
運
動
不
足
解
消
な

ど　

②
子
育
て
支
援
講
座
…
偉
５
月

29
日
㈯
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時　

夷
子
育
て
の
楽
し
さ
を
知
る　

③
寝

た
き
り
予
防
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
Ⅰ
…
偉
６
月
12
日
㈯
・
19
日
㈯
・

26
日
㈯
、
午
後
２
時
〜
４
時
（
19
日

は
午
前
10
時
〜
正
午
）　

夷
講
義
と

実
技　

④
分
か
り
や
す
い
運
動
・
栄

養
教
室
…
偉
６
月
17
日
㈭
、
午
後
２

時
40
分
〜
４
時
10
分　

夷
適
切
な
運

動
方
法
や
栄
養
の
講
義　

⑤
エ
ク
セ

ル
入
門
…
偉
６
月
19
日
㈯
、
午
後
１

時
〜
４
時　

⑥
ワ
ー
ド
・
は
じ
め
の

一
歩
…
偉
６
月
20
日
㈰
、
午
後
１
時

〜
４
時　

囲
い
ず
れ
も
埼
玉
県
立
大

学　

威
①
２
０
０
０
円
、
②
無
料
、

③
２
５
０
０
円
、
④
⑤
⑥
各
１
０
０

０
円　

委
①
50
人
、
②
子
ど
も
と
保

護
者
12
組
、
③
40
人
、
④
１
０
０

人
、
⑤
⑥
各
60
人
。
い
ず
れ
も
抽
せ

ん　

惟
①
５
月
12
日
㈬
、
②
19
日

㈬
、
③
６
月
２
日
㈬
、
④
７
日
㈪
、

⑤
⑥
９
日
㈬
（
い
ず
れ
も
必
着
）
ま

で
に
往
復
は
が
き
に
講
座
名
・
住
所

・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
電
話
番
号

（
②
の
み
子
ど
も
の
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
年
齢
）
を
、
返
信
面
に
住
所

・
氏
名
を
記
入
し
左
記
へ
（
フ
ァ
ク

ス
可
）　

意
埼
玉
県
立
大
学
地
域
産

学
連
携
セ
ン
タ
ー
（
〠
343
＝
８
５
４

０
三
野
宮
８
２
０
）
☎
９
７
３
＝
４

１
１
４
、
飴
９
７
３
＝
４
８
０
７

　市では、越谷市男女共同参画推進条例
に基づき、男女共同参画を進めていま
す。この条例に基づき、男女共同参画の
推進を妨げると認められる事案に対する
苦情の申し出があった場合、苦情処理委
員が適切に処理することとしています。
　処理委員は、毎年市長に処理状況を報
告することになっています。なお、平成
21年度の苦情の申し出はありませんでし
た。
＊ 過去の苦情申し出の処理状況等につい
ては、市のホームページまたは情報公
開センター（第二別館）でもご覧にな
れます

依企画課☎963－9113

人
事

◆
越
谷
市
農
業
委
員
会
の
活
動
計

画
案
等
に
関
す
る
意
見

夷
越
谷
市
農
業
委
員
会
で
は
、

「
平
成
21
年
度
の
目
標
お
よ
び
そ

の
達
成
に
向
け
た
活
動
の
点
検
・

評
価
案
」
と
「
平
成
22
年
度
の
目

標
お
よ
び
そ
の
達
成
に
向
け
た
活

動
計
画
案
」
を
公
表
し
て
い
ま

す
。
資
料
は
越
谷
市
農
業
委
員
会

事
務
局
（
第
二
庁
舎
２
階
）
ま
た

放
課
後
子
ど
も

教
室
の
参
加
者

募集 皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
聴
か
せ
く
だ
さ
い

公用車（普通乗用車）公用車（普通乗用車）
1台を1台を売却します売却します

男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー

（
ほ
っ
と
越
谷
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

平成21年度男女共同参画に関する

苦情申し出の処理状況等を
公表しています

鮎…日時・期間　或…会場　粟…内容　袷…対象・定員　安…参加費・入場料　庵…持ち物　按…申込み　暗…問合せ　 「お知らせパック～この指とまれ～」の「おいでください」とふれあいラウンジは折り込み面に掲載しています

　色彩別の稲（古代米）を使って、こし
がや鴨ネギ鍋キャラクター「ガーヤちゃ
ん」の絵を田んぼに描きます。
〈内容〉　合鴨稲作農法による田植え・
合鴨放鳥から稲刈り（10月）まで体験

〈対象・費用〉　100組。中学生以上2000
円、小学生1000円

〈日時〉 田植え
５月22日㈯、午前８時30分から
ネット張り・放鳥
５月23日㈰、午前８時30分から

〈会場〉 東埼玉資源環境組合第一工場
展望台向かいの水田

＊ 説明会を５月８日㈯・９日㈰、午前10
時から農業技術センターで行います

位依越谷市観光協会☎966－6111

こしがや田んぼアート２０１０
─── 体験者募集 ───

▽
看
護
の
日
イ
ベ
ン
ト
…
偉
５
月

12
日
㈬
、
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

　

囲
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー　

夷
血

圧
・
体
脂
肪
測
定
な
ど　

威
無
料

　

惟
当
日
会
場
へ　

▽
ふ
れ
あ
い

看
護
体
験
…
偉
５
月
13
日
㈭
、
午

前
９
時
〜
午
後
２
時　

囲
市
立
病

院　

委
20
人　

威
無
料　

惟
事
前

に
左
記
へ　

意
市
立
病
院
看
護
部

☎
９
６
５
＝
２
２
２
１

││
看
護
の
日

看
護
の
日
││

││
２
０
１
０

２
０
１
０
││

6 1月      月      日は「人権擁護「人権擁護委員委員の日」の日」月      月      日は「人権擁護「人権擁護委員委員の日」の日」月       日は「人権擁護委員の日」
～ご存じですか、人権擁護委員制度～
　昭和24年６月１日に施行された
人権擁護委員法により、地域住民
の中にあって国民の基本的人権を
擁護する人権擁護委員制度が誕生
しました。
●人権擁護委員
　市には、市長から推薦され、法
務大臣が委嘱した下記の人権擁護
委員がいます。
　塚田有祥、中川玲子、藤田久
子、堀澤秀夫、木田紳夫、島村憲
子、石河秀夫、九ノ里幸子

●特設人権相談所
　全国人権擁護委員連合会では、
「人権擁護委員の日」の行事とし
て、人権擁護委員による特設人権
相談所を開設します。相談は無料
です。秘密は厳守します。
〈日時〉 ６月３日㈭

10:00～16:00
〈会場〉 中央市民会館
〈内容〉 親子、夫婦、扶養、相続、
借地、借家、名誉、信用、差別、
虐待、いじめ、体罰などの人権
問題に関する相談

依さいたま地方法務局越谷支局
　☎966－1337
　市役所人権推進課
　☎963－9119

　

10
月
１
日
、
全
国
一
斉
に
国

勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
調
査

結
果
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま

す
。

意
情
報
統
計
課
☎
９
６
３
＝
９

１
２
１

国
勢
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い国勢調査マスコット
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鮎…日時・期間　或…会場　粟…内容　袷…対象・定員　安…参加費・入場料　庵…持ち物　按…申込み　暗…問合せ

□
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
二
番
館

い
ず
れ
も
囲
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ

ー　

威
無
料　

▽
人
材
活
用
セ
ミ
ナ

ー
＆
交
流
会
…
偉
５
月
26
日
㈬
、
午

後
６
時
〜
８
時
。
交
流
会
は
午
後
８

時
〜
９
時　

夷
社
員
を
ど
う
活
か
す

の
か　

委
経
営
者
の
方
、
人
事
管
理

者
の
方
等
30
人　

▽
経
営
支
援
セ
ミ

ナ
ー
…
偉
５
月
12
日
㈬
、
午
後
６
時

〜
９
時　

夷
ロ
ジ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
（
物
事
を
論
理
的
に
と
ら

え
、
適
切
に
表
現
す
る
）　

委
30
人

　

惟
い
ず
れ
も
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
左
記
へ

　

意
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
二
番

館
☎
９
６
７
＝
２
４
２
４
、
飴
９
６

７
＝
２
４
２
５
、
綾nibankan@

r9.
dion.ne.jp

□
団
塊
世
代
向
け
セ
ミ
ナ
ー
・
地
域

創
業
の
す
す
め
（
１
）（
全
３
回
）

偉
６
月
５
日
㈯
・
12
日
㈯
・
19
日

㈯
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
19
日
は
４
時
30
分
ま
で
）　

囲
産

業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー　

夷
自
己
発

見
で
自
己
実
現
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
よ
う　

委
市

内
在
住
で
45
歳
以
上
の
方
30
人　

威

無
料　

惟
５
月
12
日
㈬
か
ら
電
話
で

左
記
へ　

意
産
業
支
援
課
☎
９
６
７

＝
４
６
８
０

□
商
工
会
珠
算
検
定
試
験

偉
６
月
20
日
㈰
、
午
前
９
時
30
分
か

ら　

囲
越
谷
産
業
会
館　

威
受
験
料

１
級
２
０
４
０
円
、
２
級
１
５
３
０

円
、
３
級
１
３
３
０
円
、
４
級
〜
６

級
９
２
０
円
、
７
級
〜
10
級
７
１
０

円　

惟
５
月
21
日
㈮
（
土
曜
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）
ま
で
に
受
験
料

を
添
え
て
左
記
へ
。
１
級
受
験
者
は

４
・
５
ン　セ

チ

×
３
・
５
ン　セ

チ

の
写
真
が
必

要　

意
越
谷
市
商
工
会
☎
９
６
６
＝

６
１
１
１

□
応
急
手
当（
普
通
救
命
Ⅰ
）講
習
会

偉
５
月
22
日
㈯
、
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分　

囲
消
防
本
庁
舎　

夷
心

肺
そ
せ
い
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
む
）　

委
市
内
在
住
・
在
勤
の
中
学
生
以
上

の
方
50
人　

威
無
料　

惟
５
月
14
日

㈮
ま
で
に
左
記
へ　

意
消
防
署
☎
９

７
４
＝
０
１
３
６

□
防
火
管
理
者
・
危
険
物
取
扱
者
の

講
習
会

　

い
ず
れ
も
惟
意
消
防
本
部
予
防
課

☎
９
７
４
＝
０
１
０
３
（
土
曜
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）。

▽
甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習

会
…
偉
５
月
25
日
㈫
・
26
日
㈬
、
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時　

囲
消
防

本
庁
舎　

委
防
火
管
理
者
が
い
な
い

建
物
お
よ
び
テ
ナ
ン
ト
等
の
管
理
・

監
督
的
な
立
場
の
方
70
人　

威
３
６

０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）　

惟
５
月

11
日
㈫
〜
18
日
㈫
に
テ
キ
ス
ト
代
と

写
真
１
枚
（
３
ン　セ

チ

×
２
・
５
ン　セ

チ

）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い　

▽
危
険
物
取
扱

者
保
安
講
習
会
…
委
偉
囲
①
給
油
取

扱
所
の
従
事
者
…
６
月
10
日
㈭
、
さ

い
た
ま
市
民
会
館
う
ら
わ
。
11
日

㈮
、
春
日
部
市
商
工
振
興
セ
ン
タ

ー
。
②
①
以
外
の
危
険
物
施
設
の
従

事
者
…
７
月
２
日
㈮
、
さ
い
た
ま
市

文
化
セ
ン
タ
ー
。
９
日
㈮
、
サ
ン
シ

テ
ィ
小
ホ
ー
ル
。
21
日
㈬
、
久
喜
総

合
文
化
会
館
。
23
日
㈮
、
春
日
部
市

商
工
振
興
セ
ン
タ
ー
。
28
日
㈬
、
さ

い
た
ま
市
民
会
館
う
ら
わ
。
詳
し
く

は
予
防
課
へ　

威
４
７
０
０
円
（
県

収
入
証
紙
）　

惟
５
月
６
日
㈭
〜
21

日
㈮　

▽
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備

講
習
会
（
乙
種
第
４
種
）
…
偉
囲
①

６
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰
、
春
日
部
市

商
工
振
興
セ
ン
タ
ー
、
②
６
月
19
日

㈯
・
20
日
㈰
、
さ
い
た
ま
市
防
災
セ

ン
タ
ー　

威
一
般
６
７
０
０
円
、
越

谷
市
防
火
安
全
協
会
会
員
５
７
０
０

円
。
テ
キ
ス
ト
代
別
途　

惟
①
５
月

17
日
㈪
〜
６
月
４
日
㈮
、
②
５
月
19

日
㈬
〜
６
月
10
日
㈭

□
市
民
の
た
め
の
英
語
講
座

偉
６
月
４
日
〜
25
日
の
毎
週
金
曜

日
、
午
後
７
時
〜
８
時
30
分
（
全
４

回
）　

囲
中
央
市
民
会
館　

夷
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
人
の
英
語
講
座　

委

25
人　

威
１
０
０
０
円
（
会
員
は
５

０
０
円
）　

惟
５
月
６
日
㈭
か
ら
左

記
へ　

意
越
谷
市
国
際
交
流
協
会
事

務
局
☎
９
６
０
＝
３
３
５
０

□
に
ほ
ん
ご
ひ
ろ
ば

▽
土ど

曜よ
う

コ
ー
ス
…
偉
５
月が

つ

22
日に

ち

〜
７

月が
つ

24
日か

、
午ご

前ぜ
ん

10
時じ

15
分ふ

ん

〜
11
時じ

45

分ふ
ん

（
６
月が

つ

５
日か

・
７
月が

つ

３
日か

を
除の

ぞ

く
。
全ぜ

ん

８
回か

い

）　

囲
中ち

ゅ
う

央お
う

市し

民み
ん

会か
い

館か
ん

　

▽
水す

い

曜よ
う

コ
ー
ス
…
偉
５
月が

つ

19
日に

ち

〜

７
月が

つ

21
日に

ち

（
７
月が

つ

７
日か

を
除の

ぞ

く
）
、

午ご

後ご

７
時じ

〜
８
時じ

30
分ぷ

ん

（
全ぜ

ん

９
回か

い

）

　

囲
男だ

ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

支し

援え
ん

セ
ン
タ
ー

　

委
外が

い

国こ
く

人じ
ん

の
方か

た　

威
無む

料り
ょ
う　

惟
意

越こ
し

谷が
や

市し

国こ
く

際さ
い

交こ
う

流り
ゅ
う

協き
ょ
う

会か
い

事じ

務む

局き
ょ
く

（
中ち

ゅ
う

央お
う

市し

民み
ん

会か
い

館か
ん

５
階か

い

）
☎
９
６
０
＝
３

３
５
０
、
飴
９
６
０
＝
３
３
５
３
、

綾kiajapan@
kiajapan.com

□
英
語
検
定
・
英
検
勉
強
会

▽
実
用
英
語
技
能
検
定
試
験
…
偉
６

月
13
日
㈰
。
４
級
は
午
前
９
時
、
準

□
市
政
移
動
教
室

偉
５
月
18
日
㈫
、
午
前
８
時
50
分
市

役
所
集
合
・
出
発　

囲
埼
玉
鴨
場
ほ

か　

委
市
内
在
住
の
方
40
人
（
抽
せ

ん
）　

威
無
料　

惟
５
月
10
日
㈪

（
必
着
）
ま
で
に
は
が
き
に
参
加
者

全
員
（
１
枚
に
つ
き
２
人
ま
で
）
の

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を

記
入
し
左
記
へ　

意
広
報
広
聴
課
☎

９
６
３
＝
９
１
１
７

□
地
球
環
境
を
考
え
る
体
験
ツ
ア
ー

偉
６
月
８
日
㈫
、
午
前
８
時
30
分
市

役
所
集
合
・
出
発
、
解
散
は
午
後
５

時
ご
ろ　

囲
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
館

（
横
浜
市
鶴
見
区
）
ほ
か
。
市
の
バ

ス
で
移
動　

委
30
人
（
抽
せ
ん
）　

威
２
０
０
円
（
傷
害
保
険
料
ほ
か
）

　

尉
昼
食　

惟
５
月
11
日
㈫
〜
14
日

㈮
に
電
話
で
左
記
へ　

意
環
境
保
全

課
☎
９
６
３
＝
９
１
８
３

□
梅
の
実
収
穫
体
験

偉
６
月
４
日
㈮
、
①
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
、
②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　

囲
越
谷
梅
林
公
園　

委
①
１
０
０

人
、
②
２
０
０
人
。
い
ず
れ
も
抽
せ

ん　

惟
５
月
14
日
㈮
ま
で
に
往
復
は

が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

午
前
ま
た
は
午
後
の
希
望
を
記
入
し

左
記
へ
。
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
人

　

意
公
園
緑
地
課
☎
９
６
３
＝
９
２

２
５

□
大
間
野
町
旧
中
村
家
住
宅

　

初
夏
の
お
茶
会

偉
５
月
23
日
㈰
、
午
前
10
時
〜
午
後

３
時　

囲
大
間
野
町
旧
中
村
家
住
宅

（
大
間
野
町
１
の
100
の
４
）　

委
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
１
０
０

人　

威
無
料　

惟
５
月
14
日
㈮
、
午

後
５
時
ま
で
に
電
話
で
左
記
へ　

意

生
涯
学
習
課
☎
９
６
３
＝
９
３
１
５

□
６
月
１
日
㈫
〜
７
日
㈪
は
第
52
回

水
道
週
間
で
す
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
水
道
に　

寄
せ
る
信
頼　

飲
む

安
心
」

▽
水
道
フ
ェ
ア
…
偉
6
月
6
日
㈰
、

午
前
9
時
〜
午
後
3
時　

囲
越
谷
・

松
伏
水
道
企
業
団
庁
舎
ほ
か　

夷
水

道
週
間
応
募
作
品
展
示
・
表
彰
式
、

水
道
相
談
、
子
ど
も
広
場
な
ど　

意

越
谷
・
松
伏
水
道
企
業
団
総
務
課
☎

９
６
６
＝
３
９
３
１
（
内
線
２
５

４
）

□
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会

偉
５
月
23
日
㈰
、
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分　

囲
第
２
体
育
館　

夷
簡

単
な
ス
ポ
ー
ツ
と
ゲ
ー
ム　

委
市
内

在
住
の
方　

威
２
０
０
円
（
保
険
代

等
）　

惟
意
越
谷
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
指
導
者
協
議
会
・
川
村
☎
９
７

５
＝
４
７
７
７

□
自
然
観
察
会

偉
５
月
29
日
㈯
、
午
前
９
時
〜
11
時

囲
県
民
健
康
福
祉
村　

夷
植
物
を
中

心
に
観
察
。
講
師
は
越
谷
市
自
然
ウ

オ
ッ
チ
ン
グ
指
導
員　

威
無
料　

尉

汚
れ
て
も
よ
い
服
装　

惟
事
前
に
左

記
へ　

意
環
境
保
全
課
☎
９
６
３
＝

９
１
８
３

□
第
22
回
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
講
習
会

偉
６
月
19
日
㈯
、
午
前
９
時
〜
午
後

３
時　

囲
北
越
谷
駅
西
口
さ
く
ら
広

場
〜
し
ら
こ
ば
と
運
動
公
園
の
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス　

夷
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
（
雨
天
の
場
合
は
講
習
会
）　

委

市
内
在
住
の
方
２
０
０
人　

威
６
０

０
円　

惟
５
月
24
日
㈪
ま
で
に
費
用

を
添
え
て
左
記
へ　

意
体
育
課
☎
９

６
３
＝
９
２
８
４
、
越
谷
市
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
☎
９
６
２
＝
１
５

１
６

□
バ
ー
ド
展

偉
５
月
10
日
㈪
〜
14
日
㈮
、
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
10
日
は

午
前
10
時
か
ら
、
14
日
は
午
後
３
時

ま
で
）　

囲
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー　

夷
野
鳥
の
写
真
の
展
示
な
ど
。
あ
わ

せ
て
傷
病
野
鳥
の
里
親
を
募
集
し
ま

す　

意
環
境
保
全
課
☎
９
６
３
＝
９

１
８
３

□
第
42
回
越
谷
市
さ
つ
き
大
会

偉
５
月
26
日
㈬
〜
30
日
㈰
、
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
（
土
曜
・
日
曜
日
は

５
時
ま
で
）　

囲
第
１
体
育
館　

夷

色
と
り
ど
り
の
さ
つ
き
の
展
示
、
植

木
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
ほ
か
。
一
般
公

募
は
５
月
24
日
㈪
、
午
後
１
時
〜
５

時
に
第
１
体
育
館
で
受
け
付
け
ま
す

　

意
越
谷
市
観
光
協
会
☎
９
６
６
＝

６
１
１
１

□
第
18
回
櫻さ

く
ら

間ま

初は
つ

花は
な

會か
い

偉
５
月
５
日
㈷
、
午
前
11
時
か
ら　

囲
こ
し
が
や
能
楽
堂　

夷
舞ま

い

囃ば
や
し子

（
楊よ

う

貴き

妃ひ

）
ほ
か　

威
無
料　

意
こ

し
が
や
能
楽
堂
☎
９
６
４
＝
８
７
０

０

２
級
は
午
前
10
時
30
分
、
２
級
・
５

級
は
午
後
１
時
、
３
級
は
午
後
２
時

30
分　

囲
中
央
市
民
会
館　

威
２
級

３
９
０
０
円
、
準
２
級
３
４
０
０

円
、
３
級
２
３
０
０
円
、
４
級
１
３

０
０
円
、
５
級
１
２
０
０
円　

▽
英

検
勉
強
会
…
偉
５
月
23
日
㈰
・
30
日

㈰
・
６
月
６
日
㈰
（
全
３
回
）
、
３

級
・
４
級
・
５
級
は
午
前
９
時
、
２

級
・
準
２
級
は
午
前
10
時
30
分
か
ら

　

囲
中
央
市
民
会
館　

威
１
５
０
０

円
（
資
料
代
）　

▽
英
検
申
込
受
付

・
合
格
証
受
け
渡
し
…
偉
５
月
８
日

㈯
・
15
日
㈯
、
午
後
１
時
〜
２
時
30

分　

囲
中
央
市
民
会
館　

惟
費
用
を

添
え
て
会
場
へ　

意
越
谷
英
検
事
務

局
・
小
林
☎
９
７
２
＝
１
３
８
６

□
ハ
テ
ル
マ
の
会
・
講
演
と
朗
読

偉
５
月
８
日
㈯
、
午
後
１
時
開
場

（
１
時
30
分
開
演
）　

囲
市
立
図
書

館　

夷
講
師
は
画
家
の
津つ

田だ

櫓ろ

冬と
う

さ

ん　

委
80
人　

威
無
料　

意
市
立
図

書
館
☎
９
６
５
＝
２
６
５
５
、
か
ど

創
房
☎
９
８
６
＝
８
８
０
０

□
こ
ば
と
館
の
講
習
会

▽
手
話
通
訳
者
養
成
講
習
会
…
偉
６

月
12
日
〜
平
成
24
年
１
月
28
日
の
毎

週
土
曜
日
、
午
前
10
時
〜
正
午
（
全

80
回
）　

▽
手
話
奉
仕
員
養
成
講
習

会
基
礎
編
…
偉
６
月
15
日
〜
12
月
21

日
の
毎
週
火
曜
日
、
午
前
10
時
〜
正

午
（
全
23
回
）　

▽
要
約
筆
記
者
養

成
講
習
会
…
偉
６
月
11
日
〜
12
月
10

日
の
毎
週
金
曜
日
、
午
前
10
時
〜
正

午
（
全
26
回
）　

囲
い
ず
れ
も
こ
ば

と
館
。
詳
し
く
は
左
記
へ　

意
こ
ば

と
館
☎
９
６
６
＝
６
６
３
３

〈日時〉　６月６日㈰
　　　　　10：00～16：00
〈会場〉　中央市民会館
〈内容〉　福祉団体の発表、バ
ザー、模擬店、福祉団体活動
発表展示、車いす無料点検、
中央中学校吹奏楽部の演奏、
消防音楽隊野外コンサート等
メイン講演の出演…My Smile
・アコーディオンサークル（か
えるの子）・熊谷英雄グループ
依こばと館☎966－6633

障害者の日記念事業障害者の日記念事業障害者の日記念事業
「第「第3030回ふれあいの日」回ふれあいの日」「第30回ふれあいの日」
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お
子
さ
ん
の

就
学
・
就
園
を

援
助
し
て
い
ま
す

▼
就
学
援
助
費
…
夷
学
用
品
費
、
通

学
用
品
費
、
新
入
学
児
童
生
徒
学
用

品
費
、
校
外
活
動
費
、
修
学
旅
行

費
、
医
療
費
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
保
護
者
負
担
金
、
学
校
給
食
費

　

委
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難

な
小
・
中
学
生
の
保
護
者　

惟
保
護

者
が
直
接
学
校
課
（
第
二
庁
舎
４

階
。
５
月
13
日
㈭
ま
で
は
本
庁
舎
北

側
別
館
で
受
け
付
け
）
ま
た
は
各
在

籍
校
へ

＊
５
月
中
に
申
請
し
認
定
さ
れ
た
場

合
、
４
月
分
か
ら
適
用
し
ま
す
。

６
月
以
降
に
申
請
し
認
定
さ
れ
た

場
合
、
翌
月
分
か
ら
適
用
し
ま
す

＊
前
年
度
認
定
さ
れ
た
方
も
、
毎
年

度
申
請
が
必
要
で
す

▼
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
…
委
市
内
に

住
民
登
録
を
し
て
い
て
、
認
可
さ
れ

た
幼
稚
園
に
在
園
す
る
３
歳
〜
５
歳

児
（
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
の
満

年
齢
。た
だ
し
、満
３
歳
に
達
し
た
幼

児
が
年
度
途
中
か
ら
入
園
す
る
場
合

も
含
む
）
の
保
護
者　

惟
在
園
す
る

幼
稚
園
か
ら
配
付
さ
れ
る
申
請
書
に

記
入
し
、
５
月
28
日
㈮
ま
で
に
各
幼

稚
園
へ
。
申
請
書
が
配
付
さ
れ
な
い

場
合
は
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

意
学
校
課
☎
９
６
３
＝
９
２
８
１

親
子
ふ
れ
あ
い
講
座

親
子
ウ
イ
ー
ク
エ
ン
ド

　
　
　
　
　

ス
ク
ー
ル

　
　

ラ
ン
ラ
ン
ラ
ン
ド

偉
６
月
６
日
㈰
〜
平
成
23
年
３
月
６

日
㈰
（
全
６
回
）　

囲
市
内
の
公
共

施
設
、
あ
だ
た
ら
高
原
少
年
自
然
の

家
等　

夷
親
子
で
の
自
然
体
験
、
ゲ

ー
ム
、
工
作
、
野
外
活
動
等　

委
市

内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者
30
組
90
人　

威
実
費
負
担

あ
り　

惟
５
月
６
日
㈭
、
午
前
９
時

か
ら
電
話
で
左
記
へ

意
生
涯
学
習
課
☎
９
６
３
＝
９
３
０

８

　広報こしがやお知らせ版２月号
等で募集しました新方保育所内に
併設される地域子育て支援センタ
ーの愛称に、延べ36人から29案の
応募があり、市内在住の樋口功

いさ

子
こ

さん・北川美栄子さん・佐々木直
美さん・濱田幸子さんからいただ
いた「にこにこ」に決定しました。
【利用時間】　月曜～金曜日、
８：30～17：00（一時預かりは
16：30まで）

＊ 子育て講座のご案内は広報こし
がやお知らせ版６月号からお知
らせします

依 保育課☎963―9167
　新方保育所☎976―1494

“にこにこ
”

に決定しました!
愛
称

６月１日開設の
地域子育て支援センター

□子育てサロン ☎961－3623　＊時間はいずれも10：30～11：30
日程 会場 講座名（内容） 対象 費用 持ち物

6/3（木）

子育て
サロン
（ヴァリエ）

赤ちゃんとあそぼう 6カ月～1歳未満のお子さんと
保護者10組 50円 なし

6/10（木） フェルトの指人形づくり 0歳～4歳のお子さんのいる保
護者8組 100円 針・はさみ

6/17（木） 英語で遊ぼう
―Let's go shopping!― 2・3歳のお子さんと保護者10組 100円 なし

6/24（木） ベビーのためのエクササイズと
マッサージ

5カ月～8カ月のお子さんと保
護者10組 無料

水分補給用
の飲み物・バ
スタオル

6/4（金）

住まいの
情報館
（大吉464-1）

赤ちゃんとあそぼう 6カ月～1歳未満のお子さんと
保護者10組 50円

なし6/18（金） 親子で楽しくリトミック 1歳～1歳6カ月のお子さんと
保護者10組

無料
6/12（土） 親子講座「わくわく広場」 就学前のお子さんと保護者10

組

〈申込み〉　5/14（金）（消印有効）までに、往復はがきに講座名・実施日・住所・親子の氏名（ふりがな）・お子さんの
年齢・電話番号を記入し、子育てサロン（〠343-0845南越谷1-11-4新越谷駅ヴァリエ1階）へ。1人1講座のみで市
内在住の方。応募多数の場合は抽せんとなります

□つどいの広場はぐはぐ ☎080－2055－2092
日程 会場 講座名（内容） 対象 費用 持ち物

①5/7（金）・21（金）
13：00～14：00

生活クラブ
越谷生活館

かるがも広場（絵本の読み
聞かせとわらべ歌）

就学前のお子さんと保
護者各10組

無料
なし

②5/13（木）
10：30～11：30

子育てサロン（子育てに関
する相談）

就園前のお子さんと保
護者10組

③6/3（木）・15（火）
10：30～11：30

赤ちゃん広場（赤ちゃん体
操など）

3カ月～10カ月のお子
さんと保護者各10組 バスタオル

④6/17（木）
10：30～13：00

食育講座（一味違う子育て
をしよう！＋離乳食③）

就園前のお子さんと保
護者10組 500円

エプロン、三
角巾、ふきん、
お手ふき

〈申込み〉　①②は当日会場へ（先着順）。③④は5/14（金）（消印有効）までに、往復はがきに講座名・実施日・住所・
親子の氏名（ふりがな）・お子さんの年齢・電話番号を記入し、つどいの広場はぐはぐ（〠343-0023東越谷3-6-23
生活クラブ生活協同組合越谷生活館内１階）へ。１人１講座のみで市内在住の方。応募多数の場合は抽せんとな
ります

○北越谷保育ステーション（男女共同参画支援センター隣）☎970－8200
日程 講座名（内容） 対象 費用

5/12（水）
10：00～11：00

ともだちいっぱい「先生とステーション
のお友達と遊びましょう」

1歳～就学前のお子さんと保護者
5組

無料5/15（土）
10：00～11：00 親子講座　講師を招いて「親の学習」 大人20人（有料保育あり）

5/20（木）
10：00～11：00 ペン字クラブ

1歳～就学前のお子さんと保護者
10組（有料保育あり）

〈申込み〉　5/7（金）から電話受け付け（10：30～16：00）

○南越谷保育ステーション（南越谷1-12-11）☎987－6300
日程 講座名（内容） 対象 費用

5/8（土）
10：00～11：30 絵手紙サークル「折り紙に綴る」 大人15人（有料保育あり） 無料

5/22（土）
14：00～15：30

ハンドメイドサークル「藍染に挑戦！」
～お子さんのＴシャツなど染めてみま
せんか？～

大人15人（有料保育あり） 材料費

5/29（土）
10：00～11：30

学ぼうみんなで！講師を招いて
「絵本の世界を楽しもう」
～あんな絵本・こんな絵本～

大人20人（有料保育あり） 無料

〈申込み〉　5/6（木）から電話受け付け（8：30～16：30）

☆おひさまの子の子育て講座（増林保育所内）☎960－5800
日程 講座名（内容） 対象 費用

①5/19（水）
9：30～11：00

子育て広場
歌やパネルシアター、外遊び

就学前のお子さんと保護者35
組

無料
②5/22（土）
10：00～11：00

子育て講座
「絵本の世界」食育等についての絵本
やお話を見てみよう、聞いてみよう

１・2歳のお子さんと保護者20
組

③5/26（水）・6/2
（水）・9（水）
10：00～11：00

連続講座「集まれ2歳児」（歌や体操、
集団遊び、手作りおもちゃで遊ぼう）
＊会場は増林地区センター

2歳児のお子さんと保護者20組
（全日程参加できる方）

〈申込み〉　①は5/7（金）、②は5/10（月）、③は5/13（木）から電話でおひさまの子へ（13:00～16:30）

☆すくすくの子育て講座（南越谷保育園内）☎990－5003
日程 講座名（内容） 対象 費用

5/12（水）
11：00～11：45

5/27（木）
14：30～15：15

「おいしい離乳食」
12日：前期食
27日：中期食

0歳のお子さんと保護者各5組 200円

5/14（金）
14：00～15：00

5/18（火）
10：00～11：00

「ゆったり遊び」
親子でベビーマッサージやふれあい
遊び

６カ月～就学前のお子さんと
保護者各15組 無料

5/12（水）・19（水）
・26（水）
14：00～15：00

☆すくすくクラブ☆
リトミックや製作あそび

1歳のお子さんと保護者10組
（全日程参加される方優先）

各回
50円

〈申込み〉　5/7（金）13：00から電話ですくすくへ

☆たけのこの子育て講座（おおたけ保育園内）☎977－5311
日程 講座名（内容） 対象 費用

5/24（月）
10:00～11:00 いい汗かこうよ！　エアロビクス

2歳～就学前のお子さんと保護
者30組 無料

5/26（水）
10:00～11:00

ママ大好き
（ママへのプレゼント作り）

就学前のお子さんと保護者25
組 150円

6/2（水）
10:00～11:00 歯ってだいじだね！

2歳～就学前のお子さんと保護
者25組 無料

〈申込み〉　5/10（月）（消印有効）までに、往復はがきに講座名（はがきは講座毎）・住所・親子の氏名
（ふりがな）・お子さんの年齢・電話番号を記入し、たけのこ（〠343-0034大竹815-1）へ

☆きらきらの子育て講座（松沢保育園内）☎972－6028
日程 講座名（内容） 対象 費用

①5/10（月）
10：00～11：00 親子DEビクス

2歳以上のお子さんと保護者20
組 無料

②5/24（月）
10：00～11：00 手作りおもちゃで遊ぼう！

1歳以上のお子さんと保護者20
組 300円

③5/28日（金）
10：00～11：00 お話ワールドとふれあい遊び 0歳のお子さんと保護者15組 無料

〈申込み〉　①②は5/6（木）、③は5/13（木）から電話できらきら（☎080－1058－3953）へ（13：00～
16：00）

☆げんきの子育て講座（越谷レイクタウンさくら保育園内）☎988－0863
日程 講座名（内容） 対象 費用

①5/14（金）・
　21（金）
10:00～11:00

大きくなったかな？（身長・体重測定） 就学前のお子さんと保護者5組（初めての方優先） 無料

②5/15（土）
10:00～11:00

おいしいクッキー食べようね!!
（クッキーを焼いて食べましょう）

1歳～就学前のお子さんと保護
者20組 50円

③5/27（木）
11:00～12:00 さくらレストランへどうぞ!!

離乳食が完了したお子さんと
保護者5組（初めての方優先）

大人 240円
お子さん

200円
〈申込み〉　①は5/10（月）、②③は5/11（火）から電話でげんきへ（13：00～17：00）

　いずれも電話での申込みは申込み順、往復はがきでの申込みは抽せんとなります。下記
講座のほか各種子育て講座を開催しています。詳しくは市ホームページをご覧ください。

　下記講座のほか各種サロンを開催しています。詳しくは市ホームページをご覧ください。

　下記講座のほか各種子育て講座を開催しています。詳しくは市ホームページをご覧ください。
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健（
検
）診
・
相
談

　

い
ず
れ
の
健（
検
）診
も
市
民
税
非

課
税
世
帯
に
属
す
る
方
は
、
事
前
に

無
料
券
の
手
続
き
を
す
る
と
無
料
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
生
活
保
護
世
帯

の
方
、
中
国
残
留
邦
人
支
援
給
付
制

度
適
用
の
方
、
70
歳
以
上
の
方
（
昭

和
16
年
３
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
）
と
65
歳
以
上
70
歳
未
満
で
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
よ
る
保
険
証
を

お
持
ち
の
方
は
無
料
で
す
。
会
場
は

市
内
実
施
医
療
機
関
で
す
。
詳
し
く

は
保
健
カ
レ
ン
ダ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
乳
が
ん
（
施
設
）
検
診

偉
６
月
１
日
㈫
〜
７
月
31
日
㈯　

夷

視
触
診
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
（
Ｘ

線
）
検
査
（
両
方
受
け
て
く
だ
さ

い
）
。
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
は
、

視
触
診
検
査
受
診
時
に
医
療
機
関
で

予
約
が
必
要
で
す　

委
35
歳
以
上
の

女
性
（
昭
和
51
年
3
月
31
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
）
で
、
①
偶
数
月
生
ま

れ
の
方
、
②
奇
数
月
生
ま
れ
の
方
で

昨
年
度
未
受
診
の
方
。
②
の
方
は
、

事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
受
診
券
の

申
請
が
必
要
で
す　

威
１
５
０
０
円

　

尉
乳
が
ん
施
設
検
診
受
診
券
、
保

険
証
（
①
で
65
歳
以
上
の
方
）　

惟

直
接
実
施
医
療
機
関
へ

＊
妊
娠
中
・
授
乳
中
の
方
、
豊
胸
術

を
受
け
て
い
る
方
、
心
臓
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
ー
使
用
の
方
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
月
経
開
始
1
週
間
後
く

ら
い
が
最
適
で
す
。
月
経
前
２
週

間
は
避
け
て
く
だ
さ
い

＊
し
こ
り
や
乳
頭
分
泌
な
ど
の
症
状

が
あ
る
方
や
こ
れ
ま
で
の
検
診
で

所
見
が
あ
っ
た
方
は
、
検
診
で
は

な
く
、
直
接
医
療
機
関
（
外
科
）

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い

●
胃
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、

子
宮
が
ん
検
診
、
肺
が
ん
・
結
核

検
診
（
施
設
）

偉
５
月
10
日
㈪
〜
11
月
10
日
㈬
。
た

だ
し
、
肺
が
ん
・
結
核
検
診
は
８
月

10
日
㈫
ま
で　

囲
委
威
詳
し
く
は
保

健
カ
レ
ン
ダ
ー
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

◎
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

偉
囲
下
表
の
と
お
り　

夷
超
音
波
に

骨粗しょう症検診日程表
会場 実施日 受付時間

保健センター

6/14㈪・15㈫・
16㈬・17㈭・20㈰・
7/28㈬・29㈭・
30㈮・8/1㈰

平日
9:00～11:30
13:00～15:30
日曜
9:00～11:30
（午前のみ）

蒲生地区センター 6/22㈫～24㈭
9:30～11:30
13:00～15:30中央市民会館 7/6㈫～9㈮

桜井地区センター 7/13㈫・14㈬

よ
る
か
か
と
の
骨
の
骨
密
度
測
定　

委
20
歳
以
上
の
女
性
（
平
成
３
年
３

月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
尉
タ

オ
ル　

威
１
０
０
０
円　

惟
６
月
実

施
分
は
５
月
12
日
㈬
、
午
前
９
時
か

ら
、
７
月
・
８
月
実
施
分
は
５
月
19

日
㈬
、
午
前
９
時
か
ら

◎
歯
科
健
診
・
相
談

偉
５
月
26
日
㈬
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時　

夷
歯
科
健
診
・
相
談
。
治
療

は
行
い
ま
せ
ん　

委
20
人

◎
食
生
活
相
談

偉
５
月
20
日
㈭
、
午
前
９
時
〜
午
後

３
時
30
分　

夷
栄
養
士
に
よ
る
生
活

習
慣
病
予
防
等
の
個
別
相
談

予
防
接
種

●
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
助
成
期
間
を
延
長

委
ワ
ク
チ
ン
接
種
日
現
在
、
生
活
保

護
世
帯
の
方
、
中
国
残
留
邦
人
等
の

支
援
給
付
世
帯
の
方
、
市
民
税
非
課

税
世
帯
（
世
帯
全
員
が
非
課
税
）
の

方
。
詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

＊
該
当
す
る
方
は
、
お
早
め
に
ご
申

請
く
だ
さ
い

●
ポ
リ
オ
集
団
予
防
接
種

偉
囲
委
表
１
の
と
お
り　

尉
母
子
健

康
手
帳
、
ポ
リ
オ
予
防
接
種
予
診
票

＊
母
子
健
康
手
帳
を
忘
れ
た
場
合
、

投
与
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い

＊
心
臓
病
や
川
崎
病
な
ど
で
経
過
観

察
中
の
お
子
さ
ん
は
、
現
在
の
病

気
の
状
態
が
わ
か
る
診
断
書
や
意

見
書
等
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
埼
玉
県
立
小
児
医
療

セ
ン
タ
ー
が
か
か
り
つ
け
の
場
合

は
、
申
請
に
よ
り
依
頼
書
を
発
行

し
ま
す
の
で
、
病
院
で
受
け
て
く

だ
さ
い

●
成
人
の
ポ
リ
オ
予
防
接
種

　

昭
和
50
年
か
ら
昭
和
52
年
生
ま
れ

の
方
の
ポ
リ
オ
の
抗
体
の
保
有
率
が

低
い
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。
ご

自
身
の
お
子
さ
ん
が
ポ
リ
オ
予
防
接

種
を
受
け
る
と
き
や
、
ポ
リ
オ
ウ
イ

ル
ス
常
在
国
に
渡
航
さ
れ
る
と
き
は

再
度
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種
（
２
期

〜
４
期
）
は
お
早
め
に

夷
い
ず
れ
か
１
回
の
該
当
に
な
り
ま

す
の
で
、
指
定
さ
れ
た
１
年
間
に
接

種
し
て
く
だ
さ
い　

委
▽
２
期
…
平

成
16
年
４
月
２
日
〜
17
年
４
月
１
日

生
ま
れ
、
▽
３
期
…
平
成
９
年
４
月

２
日
〜
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
、
▽

４
期
…
平
成
４
年
４
月
２
日
〜
５
年

４
月
１
日
生
ま
れ

＊
４
月
上
旬
に
個
別
通
知
を
発
送
し

て
い
ま
す
。
通
知
が
届
か
な
い
場

合
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

講
座
・
教
室

●
65
歳
か
ら
の
「
筋
力
向
上
！
な
が

ら
運
動
講
座
」

　

テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
で
も
、
お
風

呂
に
入
り
な
が
ら
で
も
で
き
る
「
〜

し
な
が
ら
で
き
る
運
動
」
そ
れ
が

「
な
が
ら
運
動
」
で
す
。
「
気
ま
ま

に
・
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
で
も
」
は

じ
め
て
み
ま
し
ょ
う
！

偉
６
月
９
日
㈬
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時　

囲
桜
井
地
区
セ
ン
タ
ー　

夷

理
学
療
法
士
に
よ
る
講
話
と
実
技　

委
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
、
運
動

制
限
の
な
い
方
40
人　

惟
５
月
12
日

㈬
、
午
前
９
時
か
ら
左
記
へ　

意
高

齢
介
護
課
☎
９
６
３
＝
９
１
６
３

◎
糖
尿
病
講
座

偉
５
月
28
日
㈮
、
午
前
10
時
〜
11
時

　

夷
糖
尿
病
を
予
防
す
る
食
生
活　

委
10
人　

惟
５
月
10
日
㈪
か
ら

◎
一
緒
に
歩
こ
う
！
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

偉
囲
５
月
26
日
㈬
、
午
前
９
時
ま
で

に
蒲
生
駅
西
口
集
合
。
雨
天
中
止　

夷
南
越
谷
第
三
公
園
〜
綾
瀬
川
緑
道

〜
出
羽
公
園
〜
出
発
地
の
８
㌔
コ
ー

ス
（
飲
み
物
付
）　

委
30
人　

惟
５

月
10
日
㈪
か
ら

●
み
ん
な
で
覚
え
よ
う
！
ハ
ッ
ポ
ち

ゃ
ん
体
操
公
開
練
習

偉
囲
①
５
月
７
日
㈮
…
保
健
セ
ン

タ
ー
、
②
18
日
㈫
…
千
間
台
記
念
会

館
、
③
28
日
㈮
…
川
柳
地
区
セ
ン
タ

ー
、
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
11
時
30

分　

尉
飲
み
物
（
水
分
補
給
用
）
、

②
③
は
室
内
用
の
運
動
靴　

惟
当
日

会
場
へ

●
健
康
体
操
教
室

囲
偉
①
桜
井
地
区
セ
ン
タ
ー
（
全
７

回
）
…
５
月
24
日
〜
７
月
12
日
（
７

月
５
日
を
除
く
）
の
月
曜
日
、
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
、
②
総
合
体
育

館
（
全
８
回
）
…
５
月
18
日
〜
７
月

13
日
（
５
月
25
日
を
除
く
）
の
火
曜

日
、
午
前
９
時
15
分
〜
10
時
45
分
、

③
埼
玉
県
立
大
学
体
育
館
（
全
８

回
）
…
５
月
27
日
〜
７
月
15
日
の
木

曜
日
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
。
各

会
場
初
日
の
み
２
時
間　

夷
健
康
チ

ェ
ッ
ク
、
健
康
体
操
等　

委
毎
回
出

席
で
き
る
運
動
制
限
の
な
い
40
歳
以

上
の
方
各
40
人
（
総
合
体
育
館
は
50

人
）　

尉
②
③
は
室
内
用
の
運
動
靴

　

惟
初
日
の
開
始
時
間
ま
で
に
本
人

が
各
会
場
へ
（
時
間
厳
守
）
。
定
員

に
満
た
な
い
場
合
は
翌
日
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
体
育
課
（
☎
９
６
３
＝

９
２
８
４
）
へ

●
埼
玉
県
立
大
学
・
越
谷
市
共
催　

「
チ
ー
ム　

マ
イ
ナ
ス
３
キ
ロ
」

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
減
量
を
専

門
職
が
応
援
し
ま
す
。

偉
夷
左
表
の
と
お
り　

囲
蒲
生
地

区
セ
ン
タ
ー　

委
市
内
在
住
の
20

歳
〜
74
歳
の
方
で
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
﹇
体

重
（
㌔
）
÷
身
長
（
㍍
）
÷
身
長

（
㍍
）
﹈
が
25
以
上
ま
た
は
腹
囲

（
へ
そ
周
囲
径
）
が
85
㎝
以
上
の

方
お
よ
び
そ
の
家
族
の
方
50
人　

惟
５
月
６
日
㈭
、
午
前
９
時
か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
か
メ
ー
ル
（team

-
3kg.gam

ou@
city.koshigaya.saitam

a.
jp

）
で
左
記
へ　

意
蒲
生
地
区
セ
ン

タ
ー
☎
９
８
８
＝
０
６
０
０

チームマイナス３キロ日程表
日時 内容

初日 6月8日㈫
10：00～12：00 宣言式・計測等

講習（自由
参加）

6月～8月の
平日の午前中
1時間30分程度

健康的に減量する
ためのコツ、運動・
栄養講座、運動実
技、情報交換会等

最終日 9月7日㈫
10：00～12：00 報告会・計測等

偉
５
月
27
日
㈭
、
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

囲
市
役
所
本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

　5月3日　
▷越谷大袋クリニック☎978-1611
　袋山1557-25／内
▷レイクタウン眼科☎988-7245
　東町2-8-1Ｆ／眼
▶ひろ歯科医院☎966-3744
　東越谷9-26-15／歯・歯口
　5月4日　
▷田代クリニック愛☎984-7124
　相模町6-484／内・皮
▷川原眼科☎954-9887
　袋山1403-1／眼
▶歯医者の杜☎988-0866
　伊原1-4-1-1Ｆ／歯・小歯・矯歯・歯口
　5月5日　
▷花田内科クリニック☎966-1610
　花田3-5-8／内・消内
▷軍司整形外科☎986-2408
　南越谷4-23-8／整
▶歯科クリニック三好☎987-8588
　南越谷4-5-2-201／歯･小歯･矯歯

実施日 対象となるお子さん
1
回
目

5／11（火） H21. 9.16～9.30生まれ

実施日 対象となるお子さん

2
回
目

5／13（木） H20.10. 1～10.15生まれ
5／17（月） 10.16～10.31生まれ
5／20（木） 11. 1～11.15生まれ
5／25（火） 11.16～11.30生まれ
5／26（水） 12. 1～12.15生まれ
5／27（木） 12.16～12.31生まれ
5／28（金） H21.  1. 1～1.15生まれ
5／31（月） 1.16～1.31生まれ
6／ 2（水） 2. 1～2.15生まれ
6／ 7（月） 2.16～2.28生まれ
6／ 8（火） 3. 1～3.15生まれ
6／10（木） 3.16～3.31生まれ

＊ 8日～15日、23日～31日生まれの方は、
13：45～14：15においでください
＊ 体調不良のときなどは該当日より後に接種
を変更できます
＊ 三種混合など接種間隔の決まっている予防
接種と重なる場合は、ポリオの日程を指定
日以降に変更できます（予約不要）

　越谷市薬剤師会
●薬の相談日
5/7㈮・21㈮

午後1時～3時　▷保健センター2階
＊電話での相談はできません

●夜間おくすり電話相談 
現在相談は行っていません
平日の午後8時～11時

鮎…日時・期間　或…会場　粟…内容　袷…対象・定員　安…参加費・入場料　庵…持ち物　按…申込み　暗…問合せ 粗大ごみ（1辺50㌢以上）収集は☎973-5
ご

3
み

0
ゼロ

0
ゼロ

へ

事前に各医療機関に電話連絡
のうえ、受診してください
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身
内
や
お
知
り
合
い
で
、
腎
臓

が
悪
く
な
り
透
析
を
利
用
し
て
い

る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

腎
臓
は
と
り
過
ぎ
た
塩
分
や
水

分
、
体
の
老
廃
物
・
代
謝
物
を
捨

て
る
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
腎
臓
の

代
わ
り
に
こ
れ
ら
を
取
り
除
く
治

療
を
人
工
透
析
と
い
い
、
利
用
し
て

い
る
「
透
析
者
」
は
全
国
で
約
28

万
人
（
平
成
21
年
末
）
い
ま
す
。

　

人
工
透
析
に
は
大
き
く
分
け

て
、
血
液
透
析
と
腹
膜
透
析
が
あ

り
ま
す
。
血
液
透
析
は
血
液
中

の
老
廃
物
を
取
り
除
き
、
き
れ
い

に
し
て
か
ら
身
体
に
戻
す
方
法
で

透
析
者
の
95
㌫
が
利
用
し
て
い
ま

す
。
腹
膜
透
析
は
、
体
内
に
留
置

し
た
カ
テ
ー
テ
ル
（
管
）
を
通
し

て
自
分
で
お
腹
の
中
に
透
析
液
を

入
れ
老
廃
物
を
取
り
除
き
ま
す
。

血
液
透
析
に
比
べ
病
院
に
通
う
回

数
は
少
な
い
で
す
が
、
腹
膜
に
負

担
を
か
け
な
い
た
め
に
5
〜
10
年

で
血
液
透
析
に
移
行
し
ま
す
。
一

昔
前
は
透
析
で
5
年
命
が
延
び
れ

ば
、
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今

で
は
透
析
を
利
用
し
て
体
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
、
元
気
に
持
っ
て
生

ま
れ
た
寿
命
を
楽
し
め
る
時
代
に

な
り
ま
し
た
。
透
析
を
生
活
の
一
部

と
し
て
30
年
以
上
健
康
的
に
暮
ら

し
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
透
析
者
が
元
気
で
生
活

し
て
い
く
た
め
の
秘
訣
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。

　

血
液
透
析
は
、
週
に
2
〜
3

回
、
1
回
3
〜
5
時
間
か
け
て
行

う
た
め
時
間
が
長
く
感
じ
、
少
し

で
も
短
く
し
た
い
と
思
い
が
ち
で

す
。
し
か
し
本
来
腎
臓
は
24
時
間

3
6
5
日
働
い
て
い
ま
す
。
老
廃

物
を
捨
て
る
効
率
を
見
な
が
ら
30

分
で
も
1
時
間
で
も
長
く
透
析
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た

最
近
で
は
ど
の
透
析
施
設
で
も
透

析
液
清
浄
化
の
努
力
を
し
て
い
ま

す
。
純
度
の
高
い
透
析
液
（
ウ
ル

ト
ラ
ピ
ュ
ア
〜
無
菌
化
）
で
透
析
を

す
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
で
す
。

　

食
事
が
体
に
与
え
る
影
響
は
大

き
く
、
特
に
減
塩
が
重
要
で
す
。

人
間
の
体
は
、
摂
っ
た
塩
分
を
す

べ
て
体
内
に
溜
め
こ
も
う
と
し
ま

す
。
す
る
と
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め

に
、
塩
分
8
・
2
㌘
あ
た
り
1
㌔

㌘
の
水
が
体
に
溜
ま
り
、
肺は
い

水す
い

腫し
ゅ

や
心
不
全
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
自
身
の
病

気
を
よ
く
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

腎
臓
だ
け
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
他

の
病
気
を
お
持
ち
の
場
合
も
あ
り

ま
す
。
ど
れ
に
も
負
け
な
い
よ
う

に
し
っ
か
り
備
え
て
、
付
き
合
っ
て

い
く
こ
と
が
ミ
ソ
で
す
。

　

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
は
、
ご
本

人
の
気
持
ち
で
す
。
「
気
を
付
け

な
が
ら
も
良
く
食
べ
、
心
が
け
て

歩
き
、
意
識
し
て
運
動
す
る
こ
と

が
良
い
」
と
は
、
あ
る
透
析
者
の

言
葉
で
す
。
病
院
で
治
療
を
受
け

る
の
で
は
な
く
自
分
が
透
析
を
す

る
の
だ
、
と
い
う
気
概
こ
そ
が
患

者
で
は
な
い
「
透
析
者
」
に
な
る
の

だ
と
。
私
た
ち
透
析
医
療
の
従
事

者
も
、
透
析
者
に
良
い
サ
ポ
ー
ト

が
で
き
る
よ
う
に
日
々
努
力
を
し

て
い
ま
す
。

「
透
析
者
」
の
長
生
き
の
秘
訣 越谷市医師会

越谷大袋クリニック
☎978-1611
大薗　英一

462

　

ご
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
ご
み
の

量
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
着

実
に
減
少
を
続
け
て
い
ま
す
。
平
成

21
年
度
は
20
年
度
と
比
べ
、
１
２
５

８
㌧
減
少
し
、
15
分
別
が
始
ま
っ
た

18
年
度
か
ら
４
年
連
続
で
減
少
し
ま

し
た
。

◇
雑
紙
の
分
別
が
課
題
で
す

　

燃
え
る
ご
み
の
中
に
は
、
分
別
さ

れ
ず
に
燃
や
さ
れ
て
し
ま
う
資
源
物

が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
雑
紙
は
、
分
別
さ
れ
ず
に
燃

え
る
ご
み
と
し
て
排
出
さ
れ
る
量
が

多
く
、
貴
重
な
税
金
を
使
っ
て
焼

却
処
分
さ
れ
、
そ
の
分
に
か
か

る
経
費
は
約
２
億
円
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
燃
や
さ
れ
た
雑
紙

は
、
紙
の
原
料
の
立
木
に
換
算

す
る
と
、
約
26
万
本
分
に
も
な

り
ま
す
。

　

紙
箱
、
紙
袋
、
包
装
紙
の
ほ

か
、
紙
だ
け
で
で
き
て
い
る

も
の
（
封
筒
、
は
が
き
、
名
刺

等
）
は
雑
紙
と
し
て
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
ま
す
。
ひ
も
で
縛
る

か
、
紙
袋
な
ど
に
入
れ
て
、
古

紙
類
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
他
雑
紙
の
一
例
で

は
、
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
し
た
紙
、

割
り
ば
し
の
包
み
紙
、
テ
ィ
ー

バ
ッ
グ
の
包
み
紙
、
衣
服
等
の

値
札
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

雑
紙
の
分
別
が
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご
み
の

分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
器

の
購
入
費
を
補
助
し
ま
す

　

市
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

生
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
化
を
促
進

す
る
た
め
、
生
ご
み
処
理
機
器
を
設

置
す
る
世
帯
に
、
購
入
費
の
一
部
を

補
助
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

補
助
を
受
け
た
方
は
、
一
定
期
間
、

使
用
状
況
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

＊
購
入
を
検
討
し
て
い
る
方
は
、
必

ず
購
入
前
に
申
請
し
、
補
助
事
業

決
定
通
知
を
受
け
て
か
ら
購
入
し

て
く
だ
さ
い

〈
対
象
と
な
る
生
ご
み
処
理
機
器
〉

生
ご
み
を
発
酵
・
分
解
、
ま
た
は
乾

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

催
し
案
内

◇
リ
ユ
ー
ス
展

偉
５
月
13
日
㈭
〜
19
日
㈬
、
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
（
19
日
は
正
午
ま

で
）　

夷
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に
展

示
さ
れ
て
い
る
タ
ン
ス
・
食
器
棚
・

本
棚
な
ど
約
１
６
０
点
を
入
札
販
売

し
ま
す　

委
市
内
在
住
の
方
（
法

人
、
古
物
商
、
未
成
年
の
方
を
除

く
）　

惟
申
込
用
紙
に
最
低
提
供
価

格
以
上
50
円
単
位
で
希
望
額
を
記

入
。
申
込
み
は
１
人
１
点
ま
で
。
落

札
結
果
は
全
員
に
通
知
し
ま
す
。
同

額
の
場
合
、
25
日
㈫
、
午
前
10
時
か

ら
公
開
抽
せ
ん
を
行
い
ま
す

＊
再
生
品
は
、
落
札
結
果
は
が
き
・

現
金
と
引
き
換
え
で
す
。
５
月
25

日
㈫
〜
６
月
１
日
㈫
、
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
30
分
（
25
日
は
午
後

１
時
か
ら
）
に
搬
出
し
て
く
だ
さ

い
。
配
達
は
で
き
ま
せ
ん

◇
リ
サ
イ
ク
ル
自
由
工
作
教
室

偉
５
月
29
日
㈯
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分　

夷
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
を

使
用
し
た
工
作　

尉
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

３
〜
４
本　

委
市
内
在
住
の
小
学
生

以
上
の
方
20
人
（
１
年
〜
３
年
生
は

保
護
者
同
伴
）　

威
無
料　

惟
５
月

12
日
㈬
、
午
前
９
時
か
ら
電
話
で
左

記
へ

意
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
啓
発
施
設（
砂

原
３
５
５
）☎
９
７
６
＝
５
３
７
１

〈日時〉　6月6日㈰、午前10時～午後3時
〈会場〉　保健センター
〈内容〉　歯科健診、各種表彰、フッ化物塗
布、ブラッシング指導、歯科技工物展示、児
童生徒の図画ポスター掲示、使用済み歯ブラ
シ交換、デジカメ口

こ う

腔
く う

内撮影、噛
か

むカムチェッ
ク（そしゃく力判定）、歯周病検査、う触活動検
査、歯と食生活、口

こう

腔
くう

ケア相談など
〈申込み〉　当日会場へ。フッ化物塗布は時
間帯指定整理券をお配りします
●表彰対象者募集
〈対象〉　▷８

ハチ

０
マル

２
ニイ

０
マル

よい歯のコンクール…
80歳で自分の歯が20本以上ある方、▷歯の健
康家族コンクール表彰…家族３人以上の歯が
健康な方
〈申込み〉　５月14日㈮までに下記へ
依越谷市歯科医師会☎978－0011

第15回歯科健康フェア

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21年度

87,949
81,394 79,789 77,834 76,576

家
庭
ご
み
排
出
量

家
庭
ご
み
排
出
量

　
　
　
　

４
年
連
続
で
減
少

　
　
　
　

４
年
連
続
で
減
少
！！

〜
雑ざ

つ

紙が
み

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を
〜

燥
さ
せ
て
、
減
量
化
や
た
い
肥
化
す

る
こ
と
を
目
的
に
作
ら
れ
た
容
器
や

機
械
（
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
を
除
く
）

〈
補
助
額
〉

購
入
価
格
の
2
分
の
1
（
限
度
額
3

万
円
、
1
0
0
円
未
満
切
り
捨
て
）

〈
申
請
で
き
る
方
〉

次
の
①
〜
③
す
べ
て
に
該
当
す
る

方
。
①
市
内
在
住
の
世
帯
主
の
方
、

②
使
用
状
況
を
報
告
で
き
、
機
器
を

適
切
に
管
理
で
き
る
方
、
③
過
去
５

年
以
内
に
機
器
の
補
助
を
受
け
た
方

が
同
一
世
帯
に
い
な
い
方

〈
申
込
み
〉

申
請
書
は
、
左
記
ま
た
は
各
地
区
セ

ン
タ
ー
等
で
お
配
り
し
て
い
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い意
環
境
資
源
課
☎
９
６
３
＝
９
１
８

０

家庭ごみ排出量（ｔ）

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
疑
問
や
不
審
、
訪
問

販
売
の
ト
ラ
ブ
ル
等
の
相
談
を
専
門

の
相
談
員
が
受
け
て
い
ま
す
。

意
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
中
央
市
民

会
館
４
階
）
☎
９
６
５
＝
８
８
８
６

●
消
費
者
月
間
記
念
講
演
会

偉
５
月
21
日
㈮
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時　

囲
中
央
市
民
会
館
劇
場　

夷

人
生
を
楽
し
む
秘
訣
！
ゆ
た
か
な
消

費
生
活
を
お
く
る
た
め
に
。
講
師
は

生
活
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
和い

泉ず
み

昭
子
さ
ん　

委
市
内
在
住
の
方
３

０
０
人　

威
無
料　

惟
５
月
７
日
㈮

か
ら
電
話
で
く
ら
し
安
心
課
へ

＊
手
話
通
訳
、
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６



平成22年（2010年）５月号 12

平成22年４月１日現在
人口　32万6881人　（前月比692人増）
世帯　13万5781世帯（前月比643世帯増）

男　16万3759人（前月比328人増）
女　16万3122人（前月比364人増）

〈５月放送の主な内容〉
・ せんげん台駅ホームにエ
レベーターを設置、北部
配水場が完成
・ 特集：公園の維持管理ボ
ランティア
・ ズームアップ：新小学１
年生への交通安全・防犯
グッズの贈りもの

５月15日㈯・16日㈰

５月17日㈪～23日㈰

9：30～10：00

８：30～９：00
17：30～18：00

各種相談（祝日を除く） 相談は無料です

市民

法律（予約制）

税務

行政

行政書士

登記

不動産

マンション管理

住宅リフォーム・耐震

消費生活

女性

人権

人権

内職・労働・経営

発明・特許工業所有権

職業・雇用

青少年

教育

家庭児童

一般…毎週月曜～金曜日。午前９時～午後４時30分（正午～午後１時を除く）。
中央市民会館４階第１相談室。日常生活全般における相続、債権、債務、

離婚、賠償などの民事関係や市政に関することについて。／交通事故…毎週月曜・
木曜日、毎月第1・3火曜日。午前９時～午後４時30分（正午～午後１時を除く）。
中央市民会館４階第1相談室。交通事故による補償問題や手続きなどについて。
事前にご連絡ください。問合せ／くらし安心課☎963-9156

毎週水曜日（予約は前日の火曜日午後１時から、電話で受け付
け。定員８人）。午後１時20分～４時20分。中央市民会館４階

第２相談室。毎月第１・３・４金曜日（予約は前日の木曜日、午後１時から電
話で受け付け。定員８人）。午後１時20分～４時20分。中央市民会館４階第４相
談室。／夕刻…毎月第２金曜日（予約は前日の木曜日、午後１時から電話で受
け付け。定員６人）。午後４時～７時。中央市民会館４階第４相談室。いずれも
市民生活における法律上の諸問題、交通事故による補償問題、手続きなどにつ
いて弁護士が相談に応じます。問合せ／くらし安心課☎963-9156

税理士…毎月第１月曜日（５月は10日）。午前10時～午後3時（正午～午後１
時を除く）。中央市民会館4階第2相談室。税金関係全般について関東信越税

理士会越谷支部の税理士が相談に応じます。問合せ／くらし安心課☎963-9156

越谷税理士会税務相談所…毎週月曜・木曜日。午後１時～４時。越谷税理士会
税務相談所（赤山町３－３－４草島商店３階、越谷税務署前） 。税金関係全般
について関東信越税理士会越谷支部の税理士が相談に応じます。事前にご連絡
ください。問合せ／関東信越税理士会越谷支部☎962-6131

毎月第２金曜日。午前10時～午後３時（正午～午後１時を除く）。中央市
民会館４階第２相談室。国・県・市の行政上の諸問題について行政相談

委員が相談に応じます。問合せ／くらし安心課☎963-9156

毎月第１金曜日。午前10時～午後３時（正午～午後１時を除く）。
中央市民会館４階第２相談室。相続、遺言、遺産分割協議書、内容

証明、契約、告訴、会社設立、営業許可、農地転用、開発許可、金銭貸借に関
する書類の作成・申請代理業務等について埼玉県行政書士会越谷支部の行政書
士が相談に応じます。問合せ／くらし安心課☎963-9156

毎月第１水曜日（５月は12日）。午前９時～正午。中央市民会館４階第２相談
室。登記、供託、分筆、表示など、法務局・裁判所に提出する書類について司

法書士と土地家屋調査士が相談に応じます。問合せ／くらし安心課☎963-9156

毎月20日。午前10時～午後３時（正午～午後１時を除く）。埼玉県宅建
協会越谷支部（市役所駐車場隣）。不動産に関することについて弁護士

と相談員が相談に応じます。問合せ／埼玉県宅建協会越谷支部☎964-7611

毎月第３火曜日（予約は第２火曜日まで）。午後１時30分～
４時30分。中央市民会館４階第４相談室。市内マンション

の管理等について埼玉県マンション管理士会会員が相談に応じます。問合せ／
建築住宅課☎963-9205

毎月第３火曜日（予約は第２火曜日まで）。午前
９時30分～11時30分。中央市民会館４階第４相談室。

住宅リフォームの留意点や耐震診断、改修の技術的内容について、埼玉建築士
会・埼玉県建築士事務所協会会員が相談に応じます。問合せ／建築住宅課☎
963-9205

毎週月曜～金曜日。午前９時30分～午後３時30分（正午～午後１時
を除く）。中央市民会館４階消費生活センター。商品やサービスの疑

問や不審、訪問販売のトラブルなどについて。問合せ／消費生活センター☎965-
8886

生き方・パートナー相談（DV（配偶者等からの暴力）相談を含む）…毎週
火曜・木曜・金曜日。午後１時～２時。毎週土曜・日曜日。午前10時～

午後２時（正午～午後１時を除く）。電話相談（面接は予約制。予約の受け付
けは、月曜日を除く毎日。午前９時～午後５時）。問合せ／男女共同参画支援
センター☎970-7410

毎月第１・３木曜日。午後１時～４時。中央市民会館４階第４相談室。
人権擁護委員が相談に応じます。問合せ／人権推進課☎963-9119

毎週月曜日。午前９時～午後４時。さいたま地方法務局越谷支局。問合
せ／さいたま地方法務局越谷支局総務課☎966-1337

内職…毎週火曜・木曜日。午前10時～午後３時30分（受
け付けは午前10時～11時30分、午後１時～３時）。内職、

あっせん、求人（仕事を出す方）について。／早期就職（キャリアコンサルタ
ント）…毎週月曜～金曜日（月曜～水曜日は要予約）。午前９時～午後４時（正
午～午後１時を除く）。早期就職に向けた総合的なコンサルティング。／労働
（社会保険労務士）…毎週金曜日。午後１時～４時。賃金、労災、雇用、厚生
年金などについて。／事業資金…毎月第２水曜日。午後１時～４時。中小企業
者のための金融について（要予約。毎月第１水曜日までにご連絡ください）。
いずれも産業雇用支援センター３階相談室。問合せ／産業支援課☎967-4680

創業・経営…毎週月曜～金曜日、毎月第２土曜日。午前９時～午後４時（正午
～午後１時を除く）。産業雇用支援センター二番館。開業、経営、経営革新な
どについて。問合せ／産業雇用支援センター二番館事務室☎967-2424

５月21日（金）。午前10時～午後4時（正午～午後
1時を除く）。産業雇用支援センター４階。問合せ

／（社）発明協会埼玉県支部☎048-645-4412

職業紹介・相談…毎週月曜～土曜日。午前８時30分～午後７時（土
曜日は午前10時～午後５時）／求人受付・雇用保険（適用・給付）

…毎週月曜～金曜日。午前８時30分～午後５時15分。いずれもハローワーク越
谷。問合せ／ハローワーク越谷☎969-8609

毎週火曜・水曜・金曜日。午前９時～午後４時。青少年相談室（増林
３－４－１越谷市教育センター内）。青少年の非行、家庭内暴力、い

じめ等。問合せ／青少年相談室☎964-0272

毎週月曜～土曜日。午前９時～午後５時（電話相談の受け付けは午後８
時30分まで）。越谷市教育センター（増林３－４－１）。幼児～中学生の

いじめ、不登校、発達相談、就学相談等。申込み・問合せ／越谷市教育センタ
ー教育相談担当☎962-9300、962-8601。ハートコール（子ども専用電話相談）
は☎962-8500

毎週月曜～金曜日。午前９時～午後４時。中央市民会館４階相談室（電
話可）。しつけや習慣、不登校、いじめ、非行、家族関係など18歳まで

の相談を行います。問合せ／家庭児童相談室（児童福祉課）☎964-2111

越谷cityメール
配信サービス

＊ 詳しくは、市ホー
ムページをご覧く
ださい
暗広報広聴課
☎963－9117
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５
・
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生

ランドセル姿が初々しい新小学１年生

地域の方から芝桜の説明を受ける上田知事（中）
と高橋市長（左）

伊
豆
の
踊
り
子
な
ど
多
数
の
映
画
で
主
演
を
務
め
た
石

濱
朗
さ
ん


